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泥だらけでも楽しい田植え体験♪
　５月19日に大内小学校の５年生が、保護者や地域住民と一緒に田植えの体験学習を行いました。植え始
めは水の冷たさと泥の感触に歓声をあげていましたが、徐々に慣れてくると上手に植え付けを行っていまし
た。児童たちは、手持ちの苗が無くなると周りから投げられる苗を必死にキャッチするなど、最後は全身
泥だらけになりながら、田植えを楽しんでいました。
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«春
の
叙
勲
»

旭
日
小
綬
章
地
方
自
治
功
労

「皆さまのご厚誼のおかげです。『これ
までがこれからを決めるのではなく、
これからがこれまでを決める』という
言葉を胸に、地域の一員として活動を
続けていきたいです」と話す佐藤さん。

　佐藤さんは平成３年から平成27年ま
で６期24年間にわたり秋田県議会議員
を務め、副議長や福祉環境委員長など
を歴任。鳥海ダムの早期着手や鳥海山
麓の開発拠点作り、生活道路の拡充、
農林業や地域産業の振興、福祉施策の
充実などを提言するなど、地方自治の
発展に尽力されました。

«春
の
叙
勲
»

旭
日
双
光
章
保
健
衛
生
功
労

「今後も健康に留意しながら歯科医、ま
た地域の住民として社会のために尽く
していきたいと思います。今回の受章
は本当に身に余る光栄です」と話す小
松さん。

　小松さんは昭和60年に歯科医院を開
業し、昭和61年から東由利地域の小中
学校の歯科医として、長年にわたり歯
科保健活動に従事したことが評価され
平成15年に文部大臣賞を受賞したほ
か、由利本荘歯科医師会の会長や副会
長を歴任。歯科保健事業の振興と公衆
衛生の向上に尽力されました。

«春
の
叙
勲
»

旭
日
双
光
章
畜
産
業
振
興
功
労

「お世話になった多くの畜産関係の
方々に心から感謝しています。これか
らも良い牛を育てたり、畜産農家を指
導することで地域に貢献したいです」
と話す伊東さん。

　伊東さんは昭和40年から畜産業に従
事し、秋田県和牛畜産共進会で最優秀
賞を２度受賞するなど、畜産農家とし
て活躍する傍ら、平成８年から25年余
りにわたり秋田県家畜商業協同組合の
役員として理事長などを歴任。家畜・
県内畜産物の品質向上や「秋田牛」ブ
ランド確立に尽力されました。

«第
38
回
　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
»

瑞
宝
双
光
章
消
防
功
労

「多くの方々のご支援をいただいて職務
を全うできました。今後は町内地区の
役員として防災関係で貢献したいで
す。また、家族への感謝も表現できた
らと思います」と話す成田さん。

　成田さんは昭和47年に本荘地区消防
事務組合消防士となり、平成26年まで
41年にわたり消防業務に従事されまし
た。多くの救助現場で指揮を執ったほ
か、消防本部警防課主席参事や消防本
部通信指令課主幹兼課長を歴任するな
ど、消防組織の発展、消防隊員の育成
に尽力されました。 

«春
の
叙
勲
»

瑞
宝
単
光
章
郵
政
業
務
功
労

「郵便配達は危険と隣り合わせです。無
事故で郵便物を届けられるよう職務や
安全指導に努めました。今後も町内会
活動などで、地域への貢献を続けてい
きたいです」と話す加賀谷さん。

　加賀谷さんは昭和50年に秋田郵便局
に採用され、令和３年まで45年にわた
り業務に従事。本荘郵便局郵便課課長
代理や秋田トレーニングセンターのイ
ンストラクターなどを務め、郵便配達
の職務だけではなく郵便物を安全に届
けられるよう配達員への安全指導に尽
力されました。

«春
の
叙
勲
»

瑞
宝
単
光
章
消
防
功
労

「このたびの受章を忘れずに、これから
も微力ながら地域のために協力してい
きます。支えてくれた皆さまのおかげ
です。本当にありがとうございました」
と話す佐々木さん。

　佐々木さんは昭和44年に岩城町消防
団員となり、平成12年からは分団長を
務めたほか、合併後も由利本荘市消防
団員として分団長を務め、平成19年ま
で37年間にわたり消防水利確保などの
火災予防や防災意識の啓発、また、災
害時の迅速な対応や団員の指導育成に
尽力されました。

«第
38
回
　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
»

瑞
宝
双
光
章
消
防
功
労

「誠に光栄で家族ともども感激していま
す。個人で受章したものではなく、同
僚を代表していただいたものと思って
おり、皆さまに感謝しています」と話
す正木さん。

　正木さんは昭和48年に矢島町ほか二
町村消防一部事務組合消防士となり、
平成27年まで42年にわたり消防業務に
従事されました。多くの災害現場で陣
頭指揮を執ったほか、消防本部警防課
長補佐や矢島消防署長を歴任するなど、
職員の教養や資質向上に努め、消防組
織の発展に尽力されました。 

«第
38
回
　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
»

瑞
宝
双
光
章
警
察
功
労

「振り返るとよく仕事を続けられたな
とあらためて思います。激務で家に帰
れない生活が続いていたので、今後も
支えてくれた家族へさまざまな分野で
協力したいです」と話す佐藤さん。

　佐藤さんは昭和42年に警察官となり
平成21年まで42年にわたり、警察本部
や県内各地の警察署の交通部門を務め
られました。この間、交通安全教室を
企画・実施し、交通事故防止に努めた
ほか、飲酒運転の取り締まりやひき逃
げ事件を検挙するなど、県の治安維持
と交通安全に尽力されました。
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佐藤健一郎さん
（70歳・矢島町七日町）

小松義典さん
（73歳・東由利舘合）

佐々木民男さん
（75歳・岩城勝手）

成田　弘さん
（69歳・大中ノ沢）

正木修一さん
（67歳・黒沢）

佐藤敏貞さん
（73歳・水林）

加賀谷正樹さん
（66歳・松ヶ崎）

伊東勝美さん
（79歳・矢島町城内）
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さ
ん

｟
74
歳
・
大
鍬
町
｠
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
５
月
12
日
に
カ
ダ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
た

今
野
さ
ん
は
「
自
分
自
身
の
研

さ
ん
の
た
め
に
と
立
ち
上
げ
た

研
究
会
を
48
年
も
続
け
て
こ
ら

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
解
読
を
通
し
て
古
里
の
い
に

し
え
の
生
活
や
文
化
を
学
ぶ
研

究
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
市
の
文
化
財
保
護
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
方
々
を
表
彰
す

る
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会
の

文
化
財
保
護
功
労
賞
に
、
70
年

に
わ
た
り
集
落
の
伝
統
行
事
で

あ
る
須
郷
田
神
楽
の
存
続
と
継

承
に
尽
力
し
、
現
在
も
現
役
で

活
動
さ
れ
て
い
る
小
野
久
亮
さ

ん
｟
89
歳
・
東
由
利
舘
合
｠
と

『
本
荘
市
史
』
や
『
本
荘
の
歴

史
』
の
基
礎
資
料
と
な
る
古
文

書
を
解
読
し
た
本
荘
市
古
文
書

市
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会

功
労
者
２
人
を
表
彰

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
由
利
本
荘
市
出
身
の
俳

優
で
、
本
市
の
ふ
る
さ
と

応
援
大
使
の
渡
部
秀
さ
ん

が
市
役
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
や
科
捜

研
の
女
な
ど
ド
ラ
マ
や
Ｃ

Ｍ
で
ご
活
躍
で
す
！

　
こ
れ
か
ら
も
市
の
宣
伝

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
で
、
あ
り
が

た
い
限
り
で
す
！

　
み
ど
り
保
育
園
は
、
そ

の
運
営
に
感
銘
を
受
け
本

市
に
移
住
さ
れ
た
秋
田
大

学
講
師
の
保
坂
さ
ん
の
記

事
で
話
題
と
な
っ
た
保
育

園
で
す
。

　
豪
雪
地
で
あ
り
生
活
に

便
利
な
地
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
保
坂
さ
ん
は
「
子

育
て
を
す
る
に
は
こ
れ
ほ

ど
良
い
環
境
は
な
い
」
と

き
っ
ぱ
り
！
保
育
方
針
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ

り
に
も
太
鼓
判
で
し
た
！

　
本
市
に
と
っ
て
大
変
あ

り
が
た
い
話
題
で
す
！

賞状を受け取る今野さん

火をつけて回る「三ツ方森の
山焼きを残す会」のメンバー

火種を広げる参加者

火の勢いを調整する参加者

ゆりほんテレビ
公式YouTube

５月９日㈪投稿　ふるさと応援大使

　　　　　　　　渡部秀さん来庁

５月10日㈫投稿　東由利地域「みどり保育園」にて

　　　　　　　　本市への移住者との意見交換

◆「市長の行動」報告（４月分）

市長部局 部長級人事異動辞令交付式
新採用職員辞令交付式
本荘由利産学振興財団 辞令交付式
本荘由利広域市町村圏組合 人事異動辞令交付式
年度始め訓辞
市民生児童委員協議会総会
市商工会新入社員合同歓迎会
石沢女子ミニバスケットボールチーム 全国ミニバスケ
ットボール大会 出場報告
各総合支所訪問・現地視察
各総合支所訪問・現地視察
本荘人権擁護委員協議会総会
県水難救済会 監査
岩城地域 行政協力員会議
県市長会定例会
秋田由利牛振興協議会総会
市交通指導員連絡会総会
大内地域 行政協力員会議
山二施設工業(株) 企業版ふるさと納税目録贈呈式
由利地域振興推進会議（にかほ市）
由利本荘プロモーション会議
谷地町内会 湊市長と語る会
企業等訪問（東京都）
市町村長特別セミナー（東京都）
市町村長特別セミナー（東京都）
地域おこし協力隊 委嘱状交付式
西目地域 行政協力員委嘱状交付式
メーデー本荘地区集会

企業等訪問時特産品お土産
メーデー本荘地区集会協賛金

4月１日㈮

5日㈫
6日㈬

7日㈭

11日㈪
12日㈫
14日㈭

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

24日㈰

25日㈪
26日㈫
27日㈬

28日㈭

29日㈮

4月25日
4月29日
合　計

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

（2）会費等

副市長交際費執行状況

件　　　　　数
2　件 25,000合　計

9,677
50,000
59,677

支出なし合　計 0

支出額

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容支出日 支出額

（円）

（円）

（円）

お
料
理
講
座
〜
お
い
し
い
由
利
本
荘・地
魚
編
〜

地
元
食
材
を
知
っ
て
、
作
っ
て
、
味
わ
う

調理指導する工藤さん（右） 魚について説明する佐々木さん

　
５
月
15
日
に
地
元
漁
師
な
ど

を
講
師
に
招
い
た
「
カ
ダ
ー
レ

お
料
理
講
座
～
お
い
し
い
由
利

本
荘
・
地
魚
編
～
」
が
カ
ダ
ー

レ
で
開
催
さ
れ
、
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
地
元
で
取
れ
る
魚

の
種
類
や
旬
の
時
期
な
ど
に
つ

い
て
地
元
漁
師
の
佐
々
木
徳
隆

さ
ん
が
説
明
、
続
い
て
料
理
人

の
工
藤
啓
太
さ
ん
｟
㈱
安
楽
代

表
取
締
役
｠
が
実
際
の
調
理
の

仕
方
を
参
加
者
へ
指
導
し
ま
し

た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

「
レ
ン
コ
ダ
イ
の
カ
ル
パ
ッ
チ

ョ
」
と
「
ア
マ
ダ
イ
の
ソ
テ
ー
」
。

魚
の
調
理
が
不
慣
れ
な
参
加
者

に
は
講
師
が
直
接
教
え
な
が
ら
、

三
枚
お
ろ
し
や
骨
抜
き
と
い
っ

た
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
料
理

が
完
成
す
る
と
、
参
加
者
ら
が

作
っ
た
料
理
を
お
い
し
そ
う
に

頰
張
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
武
田
美
菜
さ
ん

｟
34
歳
・
川
口
｠
は
「
自
分
で

作
っ
た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

お
い
し
く
で
き
た
の
で
満
足
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
よ
う

西
目
で
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

　
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
植
樹

祭
が
５
月
13
日
、
西
目
町
西
目

字
大
森
台
の
市
有
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
地
域
で
は
昭
和

33
年
か
ら
緑
を
育
て
る
活
動
と

し
て
植
樹
祭
を
開
催
し
て
お
り
、

こ
の
日
は
西
目
中
学
校
の
生
徒

８
人
を
含
む
約
60
人
の
市
民
が

参
加
し
、
ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
８

０
０
本
を
植
樹
。
参
加
者
は
苗

木
が
大
き
く
育
つ
こ
と
を
願
い
、

一
本
一
本
丹
念
に
植
え
て
い
ま

し
た
。

　
植
樹
祭
に
初
め
て
参
加
し
た

佐
藤
柚
羽
さ
ん
｟
西
目
中
２

年
｠
は
「
斜
面
に
真
っ
す
ぐ
植

え
る
の
が
思
っ
た
よ
り
難
し
か

っ
た
。
今
回
植
え
た
ア
カ
マ
ツ

が
何
年
も
成
長
を
続
け
て
、
来

世
ま
で
残
る
よ
う
な
大
き
な
木

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
同
講
座
は
本
年
度
中
に
ま
た

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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山
焼
き
は
参
加
者
ら
が
三
つ

の
役
割
に
分
か
れ
、
始
め
に

「
三
ツ
方
森
の
山
焼
き
を
残
す

会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
枯
れ
草
に

着
火
。
熊
手
を
持
っ
た
人
が
火

種
を
広
げ
、
じ
ょ
う
ろ
を
持
っ

た
人
が
火
の
勢
い
が
強
く
な
り

過
ぎ
た
り
、
燃
え
広
が
ら
な
い

よ
う
水
を
か
け
、
気
を
付
け
な

が
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
猪
股
隼
人
さ
ん

｟
48
歳
・
大
鍬
町
｠
は
「
20
数

年
ぶ
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
が
参
加
し
、

関
わ
っ
て
く
れ
る
こ
の
場
所
や

行
事
を
残
し
て
い
け
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
焼
き
払
わ
れ
た
場
所
に
は
、

６
月
下
旬
ま
で
ワ
ラ
ビ
が
生
え
、

三
ツ
方
森
集
落
内
の
民
家
で
入

山
料
千
円
を
支
払
う
こ
と
で
、

誰
で
も
90
分
間
自
由
に
ワ
ラ
ビ

採
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
４
月
29
日
に
石
沢
地
区
の
三

ツ
方
森
集
落
で
山
焼
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
山
焼
き
は
ワ
ラ
ビ

な
ど
の
山
菜
が
大
き
く
育
つ
よ

う
に
と
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域

で
３
０
０
年
続
く
行
事
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

県
立
大
学
の
学
生
や
地
域
住
民

ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
０
０
年
続
く
伝
統
行
事

三
ツ
方
森
の
山
焼
き

解
読
研
究
会
を
昭
和
49
年
に
主

宰
・
開
設
し
た
今
野
喜
次
さ
ん

｟
74
歳
・
大
鍬
町
｠
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
５
月
12
日
に
カ
ダ
ー
レ
で
開

催
さ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
た

今
野
さ
ん
は
「
自
分
自
身
の
研

さ
ん
の
た
め
に
と
立
ち
上
げ
た

研
究
会
を
48
年
も
続
け
て
こ
ら

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
解
読
を
通
し
て
古
里
の
い
に

し
え
の
生
活
や
文
化
を
学
ぶ
研

究
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
市
の
文
化
財
保
護
振
興
に
大

き
く
貢
献
し
た
方
々
を
表
彰
す

る
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会
の

文
化
財
保
護
功
労
賞
に
、
70
年

に
わ
た
り
集
落
の
伝
統
行
事
で

あ
る
須
郷
田
神
楽
の
存
続
と
継

承
に
尽
力
し
、
現
在
も
現
役
で

活
動
さ
れ
て
い
る
小
野
久
亮
さ

ん
｟
89
歳
・
東
由
利
舘
合
｠
と

『
本
荘
市
史
』
や
『
本
荘
の
歴

史
』
の
基
礎
資
料
と
な
る
古
文

書
を
解
読
し
た
本
荘
市
古
文
書

市
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会

功
労
者
２
人
を
表
彰

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
由
利
本
荘
市
出
身
の
俳

優
で
、
本
市
の
ふ
る
さ
と

応
援
大
使
の
渡
部
秀
さ
ん

が
市
役
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
や
科
捜

研
の
女
な
ど
ド
ラ
マ
や
Ｃ

Ｍ
で
ご
活
躍
で
す
！

　
こ
れ
か
ら
も
市
の
宣
伝

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け

る
と
の
こ
と
で
、
あ
り
が

た
い
限
り
で
す
！

　
み
ど
り
保
育
園
は
、
そ

の
運
営
に
感
銘
を
受
け
本

市
に
移
住
さ
れ
た
秋
田
大

学
講
師
の
保
坂
さ
ん
の
記

事
で
話
題
と
な
っ
た
保
育

園
で
す
。

　
豪
雪
地
で
あ
り
生
活
に

便
利
な
地
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
保
坂
さ
ん
は
「
子

育
て
を
す
る
に
は
こ
れ
ほ

ど
良
い
環
境
は
な
い
」
と

き
っ
ぱ
り
！
保
育
方
針
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ

り
に
も
太
鼓
判
で
し
た
！

　
本
市
に
と
っ
て
大
変
あ

り
が
た
い
話
題
で
す
！

賞状を受け取る今野さん

火をつけて回る「三ツ方森の
山焼きを残す会」のメンバー

火種を広げる参加者

火の勢いを調整する参加者

ゆりほんテレビ
公式YouTube

５月９日㈪投稿　ふるさと応援大使

　　　　　　　　渡部秀さん来庁

５月10日㈫投稿　東由利地域「みどり保育園」にて

　　　　　　　　本市への移住者との意見交換

◆「市長の行動」報告（４月分）

市長部局 部長級人事異動辞令交付式
新採用職員辞令交付式
本荘由利産学振興財団 辞令交付式
本荘由利広域市町村圏組合 人事異動辞令交付式
年度始め訓辞
市民生児童委員協議会総会
市商工会新入社員合同歓迎会
石沢女子ミニバスケットボールチーム 全国ミニバスケ
ットボール大会 出場報告
各総合支所訪問・現地視察
各総合支所訪問・現地視察
本荘人権擁護委員協議会総会
県水難救済会 監査
岩城地域 行政協力員会議
県市長会定例会
秋田由利牛振興協議会総会
市交通指導員連絡会総会
大内地域 行政協力員会議
山二施設工業(株) 企業版ふるさと納税目録贈呈式
由利地域振興推進会議（にかほ市）
由利本荘プロモーション会議
谷地町内会 湊市長と語る会
企業等訪問（東京都）
市町村長特別セミナー（東京都）
市町村長特別セミナー（東京都）
地域おこし協力隊 委嘱状交付式
西目地域 行政協力員委嘱状交付式
メーデー本荘地区集会

企業等訪問時特産品お土産
メーデー本荘地区集会協賛金

4月１日㈮

5日㈫
6日㈬

7日㈭

11日㈪
12日㈫
14日㈭

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

24日㈰

25日㈪
26日㈫
27日㈬

28日㈭

29日㈮

4月25日
4月29日
合　計

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

（2）会費等

副市長交際費執行状況

件　　　　　数
2　件 25,000合　計

9,677
50,000
59,677

支出なし合　計 0

支出額

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容支出日 支出額

（円）

（円）

（円）

お
料
理
講
座
〜
お
い
し
い
由
利
本
荘・地
魚
編
〜

地
元
食
材
を
知
っ
て
、
作
っ
て
、
味
わ
う

調理指導する工藤さん（右） 魚について説明する佐々木さん

　
５
月
15
日
に
地
元
漁
師
な
ど

を
講
師
に
招
い
た
「
カ
ダ
ー
レ

お
料
理
講
座
～
お
い
し
い
由
利

本
荘
・
地
魚
編
～
」
が
カ
ダ
ー

レ
で
開
催
さ
れ
、
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
地
元
で
取
れ
る
魚

の
種
類
や
旬
の
時
期
な
ど
に
つ

い
て
地
元
漁
師
の
佐
々
木
徳
隆

さ
ん
が
説
明
、
続
い
て
料
理
人

の
工
藤
啓
太
さ
ん
｟
㈱
安
楽
代

表
取
締
役
｠
が
実
際
の
調
理
の

仕
方
を
参
加
者
へ
指
導
し
ま
し

た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

「
レ
ン
コ
ダ
イ
の
カ
ル
パ
ッ
チ

ョ
」
と
「
ア
マ
ダ
イ
の
ソ
テ
ー
」
。

魚
の
調
理
が
不
慣
れ
な
参
加
者

に
は
講
師
が
直
接
教
え
な
が
ら
、

三
枚
お
ろ
し
や
骨
抜
き
と
い
っ

た
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
料
理

が
完
成
す
る
と
、
参
加
者
ら
が

作
っ
た
料
理
を
お
い
し
そ
う
に

頰
張
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
武
田
美
菜
さ
ん

｟
34
歳
・
川
口
｠
は
「
自
分
で

作
っ
た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

お
い
し
く
で
き
た
の
で
満
足
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
よ
う

西
目
で
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
植
樹
祭

　
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
植
樹

祭
が
５
月
13
日
、
西
目
町
西
目

字
大
森
台
の
市
有
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
地
域
で
は
昭
和

33
年
か
ら
緑
を
育
て
る
活
動
と

し
て
植
樹
祭
を
開
催
し
て
お
り
、

こ
の
日
は
西
目
中
学
校
の
生
徒

８
人
を
含
む
約
60
人
の
市
民
が

参
加
し
、
ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
８

０
０
本
を
植
樹
。
参
加
者
は
苗

木
が
大
き
く
育
つ
こ
と
を
願
い
、

一
本
一
本
丹
念
に
植
え
て
い
ま

し
た
。

　
植
樹
祭
に
初
め
て
参
加
し
た

佐
藤
柚
羽
さ
ん
｟
西
目
中
２

年
｠
は
「
斜
面
に
真
っ
す
ぐ
植

え
る
の
が
思
っ
た
よ
り
難
し
か

っ
た
。
今
回
植
え
た
ア
カ
マ
ツ

が
何
年
も
成
長
を
続
け
て
、
来

世
ま
で
残
る
よ
う
な
大
き
な
木

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
同
講
座
は
本
年
度
中
に
ま
た

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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１
６
月
は「
秋
田
県
男
女
共
同
参
画

推
進
月
間
」で
す

６
月
か
ら
児
童
手
当
の
制
度
が

一部
変
更
に
な
り
ま
す

　
６
月
は
県
の
「
男
女
共
同
参
画

推
進
月
間
」
で
、
６
月
23
日
か
ら

29
日
ま
で
は
国
が
提
唱
す
る
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
と
は
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
誰
も
が
自
ら
の
意

思
に
よ
り
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

充
分
に
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
社

会
の
こ
と
で
す
。

　
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
一
人
一

人
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
場
で
お

互
い
を
尊
重
し
、
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
、
喜
び
や
責
任
を
と
も
に

分
か
ち
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
け

る
社
会
の
在
り
方
を
私
た
ち
一
人

一
人
が
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
の
男
女
共
同
参
画
推
進

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
か
ら
、
新
た
な
取
り
組
み

や
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
５
カ

年
の
「
第
４
次
男
女
共
同
参
画
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
の
４
つ
の
柱
（
基
本
目
標
）

①
人
権
の
尊
重
と
共
生
社
会
に
対

　
す
る
意
識
づ
く
り

②
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
活
力
に

　
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

③
家
庭
・
職
場
で
の
男
女
共
同
参

　
画
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

④
生
涯
に
わ
た
る
健
康
と
安
心
を

　
支
え
る
社
会
づ
く
り

「
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
室
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
男
女
共
同
参
画
の
推
進

の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
に
、
カ

ダ
ー
レ
２
階
の
「
男
女
共
同
参
画

推
進
活
動
室
」
を
無
料
で
お
貸
し

（
要
予
約
）
し
て
い
ま
す
。
子
育

て
支
援
団
体
、
父
親
や
母
親
同
士

の
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
る

団
体
で
あ
れ
ば
、
幅
広
く
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
利
用
す
る
に
は

事
前
に
団
体
登

録
が
必
要
で
す
。

あ
き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
地
域
で
の
男
女
共
同
参

画
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担

2
　
本
年
６
月
１
日
施
行
の
児
童
手

当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
年

６
月
（
本
年
10
月
支
給
分
）
か
ら

は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の

所
得
が
左
表
の
「
②
所
得
上
限
限

度
額
」
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当

な
ど
は
支
給
さ
れ
ず
に
資
格
消
滅

と
な
り
ま
す
。

※

児
童
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
な

く
な
っ
た
後
に
所
得
が
②
を
下
回

っ
た
場
合
、
あ
ら
た
め
て
認
定
請

求
書
の
提
出
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
所
得
制
限
限
度
額
以
上
↓
児
童

　
１
人
に
つ
き
月
額
５
千
円
支
給

　【
従
来
ど
お
り
】

②
所
得
上
限
限
度
額
以
上
↓
支
給

　
な
し
【
改
正
後
】

※

扶
養
親
族
な
ど
の
数
は
、
所
得

税
法
上
の
同
一
生
計
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
親
族
（
里
親
な
ど
に
委
託

さ
れ
て
い
る
児
童
や
施
設
に
入
所

し
て
い
る
児
童
を
除
く
。
以
下「
扶

養
親
族
な
ど
」）
な
ら
び
に
扶
養
親

族
な
ど
で
は
な
い
児
童
で
前
年
の

12
月
31
日
に
お
い
て
生
計
を
維
持

し
た
人
数
を
い
い
ま
す
。
扶
養
親

族
な
ど
の
数
に
応
じ
て
、
限
度
額

は
１
人
に
つ
き
38
万
円
（
扶
養
親

族
な
ど
が
70
歳
以
上
の
同
一
生
計

配
偶
者
、
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族

で
あ
る
と
き
は
44
万
円
）
を
加
算

し
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が

　
原
則
「
不
要
」
に
な
り
ま
す

　
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
（
前
年
の
所
得
、
児
童
の
養

育
状
況
な
ど
）
を
把
握
し
、
６
月

分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど
の
支
給

の
可
否
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
全
て
の
受
給
者
に

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
毎
年
６

☎
24―

６
２
２
６

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

問
い
合
わ
せ
先

令
和
４
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
あ
な
た
ら
し
い
」を
築
く
、

「
あ
た
ら
し
い
」社
会
へ

う
人
材
「
あ
き
た
Ｆ・Ｆ
推
進
員
」

の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
で
は
７
人
が
市
の
事

業
へ
の
協
力
、
講
師
活
動
な
ど
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
新
規
の
研
修

受
講
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
方
は
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

「
Ｆ・Ｆ
」と
は
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
・

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
（Fifty-Fifty

）

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、
仕

事
や
家
庭
、
社
会
へ
男
女
が
と
も

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
参
画
す
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

あ
き
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
証
明
制
度

　
県
で
は
性
的
少
数
者
が
互
い
を

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
相
互
に
協
力
し
合

う
こ
と
を
宣
誓
し
た
場
合
に
、
公

に
証
明
す
る
制
度
を
本
年
４
月
１

日
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ト

ナ
ー
が
夫
婦
と
同
様
に
公
営
住
宅

へ
の
入
居
申
し
込
み
が
で
き
る
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

◎
証
明
書
の
提
示
を
受
け
ら
れ
た

　
方
へ

　
証
明
書
の
利
用
者
の
意
に
反
し

て
、
他
人
に
そ
の
利
用
に
係
る
情

報
を
流
す
こ
と
は
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

（
暴
露
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
行
わ
な

い
な
ど
、
適
切
な
対
応
に
つ
い
て

ご
配
慮

く
だ
さ

い
。

秋
田
県
え
る
ぼ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
金

　
県
で
は
、
県
内
の
女
性
の
活
躍

推
進
を
図
る
た
め
「
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
認
定
（
え

る
ぼ
し
認
定
）
の
、
取
得
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

要
件
を
満
た
し
「
え
る
ぼ
し
チ
ャ

レ
ン
ジ
企
業
」
に
認
定
さ
れ
る
と

支
援
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
補
助

対
象
経
費
の
例
と
し
て
、
女
性
用

ト
イ
レ
や
子
育
て
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
・
修
繕
、
社
内
研
修
の
実
施
お

よ
び
外
部
研
修
へ
の
参
加
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

男女共同参画について
一緒に考えてみませんか
　　　　　　　　　　　　　（寄稿）

　男女共同参画推進協議会では、現在、第４次計画
の取り組みについて審議を行っています。計画は５
年ごとに見直しを行っており、市としての課題や重
要点などを協議して施策を推進しています。
　計画では「すべての人が自分らしく豊かに生き生
きと暮らしていくことができる社会の実現」を目指
しています。言葉にすることは簡単ですが、実際に
そのような社会を実現させることは難しい面が多い
と感じます。しかし、“自分らしく豊かに生きること”
を一人一人がどう感じ、どう捉えるかが大切です。
みなさんも自分のこととして考え、それぞれの立場
の理解を深めていきましょう。
　協議会では、職場や家庭など、身近な声に耳を傾
け一緒に考えながら、今後もみなさんの声が反映さ
れるよう取り組みを推進してまいります。

由利本荘市男女共同参画推進協議会
会長　鈴木　トシ子さん

受領証明書のイメージ▼

６
月
（
10
月
支
給
分
）
か
ら

所
得
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す

月
１
日
現
在
の
受
給
者
の
状
況
を

住
民
基
本
台
帳
な
ど
で
確
認
し
ま

す
の
で
、
児
童
の
養
育
状
況
が
変

わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
現
況
届
の
提

出
は
原
則
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
①
〜
⑤
に
該
当

す
る
方
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
へ
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

６
月
１
日
以
降
に
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方

①
「
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別

　
居
」
と
申
請
し
た
方

②
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

　
り
「
住
民
票
の
住
所
地
が
実
際

　
の
居
住
地
と
異
な
る
」
と
申
請

　
し
た
方

③
本
市
に
住
民
票
が
な
い
児
童
を

　
養
育
す
る
方

④
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、

　
施
設
・
里
親
の
受
給
者

⑤
そ
の
他
、
状
況
を
確
認
す
る
必

　
要
が
あ
る
方

※

令
和
３
年
度
の
現
況
届
の
提
出

が
確
認
で
き
ず
一
時
差
し
止
め
中

の
方
は
、
当
該
年
度
の
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
方
法
　
返
信
用
封
筒
で
郵
送

ま
た
は
窓
口
へ
提
出

受
付
期
間

６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭
（
平
日
の

み
）

提
出
先
　
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

受
付
時
間

８
時
半
〜
17
時
15
分

扶養親族
などの数

①所得制限限度
額（所得額）

②所得上限限度
額（所得額）

０人 622万円  858万円 

１人 660万円  896万円 

２人 698万円  934万円 

３人 736万円  972万円 

４人 774万円  1010万円 

☎
24―

６
３
１
９

こ
ど
も
未
来
課

児
童
支
援
班

由
利
本
荘
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
募
集
し
ま
す

3
　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
郷
土
の

歴
史
っ
て
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
ま

す
か
？
　
知
っ
て
い
そ
う
で
わ
か

ら
な
い
、
由
利
本
荘
の
歴
史
や
文

化
、
成
り
立
ち
を
知
り
、
自
信
を

も
っ
て
由
利
本
荘
市
を
紹
介
で
き

る
人
を
増
や
す
取
り
組
み
、
そ
れ

が
「
由
利
本
荘
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　
市
内
で
活
動
す
る
郷
土
史
研
究

会
や
案
内
人
の
会
の
方
々
か
ら
話

を
聞
き
な
が
ら
、
各
回
半
日
か
ら

１
日
か
け
て
地
域
の
ご
自
慢
ス
ポ

ッ
ト
を
回
り
ま
す
。
本
年
度
は
本

荘
編
を
全
６
回
で
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
ふ
る
さ
と
の
案
内
人
を
や
っ
て

み
た
い
方
、
歴
史
や
文
化
に
興
味

が
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
引
っ
越

し
て
き
た
ば
か
り
の
方
や
元
気
な

お
子
さ
ま
で
も
大
歓
迎
で
す
。

申
込
期
限
　
６
月
13
日
㈪

定
員
　
10
人
程
度

内
容
・
日
時

❶
本
荘
公
園
〜
土
塁
の
名
城
、
本

　
荘
城
と
見
ど
こ
ろ
さ
ん
ぽ
〜

　
６
月
25
日
㈯
　
９
時
〜
正
午

❷
市
街
地
の
歴
史
探
訪
〜
八
幡
神

　
社
と
日
役
町
を
巡
る
〜

　
７
月
16
日
㈯
　
９
時
〜
正
午

❸
古
雪
町
と
北
前
船

　
８
月
６
日
㈯
　
９
時
〜
正
午

❹
石
脇
地
域
（
８
月
下
旬
予
定
）

❺
赤
田
地
域
（
９
月
上
旬
予
定
）

❻
石
沢
地
域
（
９
月
下
旬
予
定
）

☎
24―

６
３
４
９

問
い
合
わ
せ
先

観
光
振
興
課
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１
６
月
は「
秋
田
県
男
女
共
同
参
画

推
進
月
間
」で
す

６
月
か
ら
児
童
手
当
の
制
度
が

一部
変
更
に
な
り
ま
す

　
６
月
は
県
の
「
男
女
共
同
参
画

推
進
月
間
」
で
、
６
月
23
日
か
ら

29
日
ま
で
は
国
が
提
唱
す
る
「
男

女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。「
男
女

共
同
参
画
社
会
」
と
は
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
、
誰
も
が
自
ら
の
意

思
に
よ
り
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

充
分
に
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
社

会
の
こ
と
で
す
。

　
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
一
人
一

人
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が

生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
場
で
お

互
い
を
尊
重
し
、
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
、
喜
び
や
責
任
を
と
も
に

分
か
ち
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
あ
な
た
ら
し
い
」
を
築
け

る
社
会
の
在
り
方
を
私
た
ち
一
人

一
人
が
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
の
男
女
共
同
参
画
推
進

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
を
策
定
し
、
総
合
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
か
ら
、
新
た
な
取
り
組
み

や
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
５
カ

年
の
「
第
４
次
男
女
共
同
参
画
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
の
４
つ
の
柱
（
基
本
目
標
）

①
人
権
の
尊
重
と
共
生
社
会
に
対

　
す
る
意
識
づ
く
り

②
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
活
力
に

　
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

③
家
庭
・
職
場
で
の
男
女
共
同
参

　
画
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

④
生
涯
に
わ
た
る
健
康
と
安
心
を

　
支
え
る
社
会
づ
く
り

「
男
女
共
同
参
画
推
進
活
動
室
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
男
女
共
同
参
画
の
推
進

の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
に
、
カ

ダ
ー
レ
２
階
の
「
男
女
共
同
参
画

推
進
活
動
室
」
を
無
料
で
お
貸
し

（
要
予
約
）
し
て
い
ま
す
。
子
育

て
支
援
団
体
、
父
親
や
母
親
同
士

の
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
男
女
共
同
参

画
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
る

団
体
で
あ
れ
ば
、
幅
広
く
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
利
用
す
る
に
は

事
前
に
団
体
登

録
が
必
要
で
す
。

あ
き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
地
域
で
の
男
女
共
同
参

画
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担

2
　
本
年
６
月
１
日
施
行
の
児
童
手

当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
年

６
月
（
本
年
10
月
支
給
分
）
か
ら

は
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の

所
得
が
左
表
の
「
②
所
得
上
限
限

度
額
」
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当

な
ど
は
支
給
さ
れ
ず
に
資
格
消
滅

と
な
り
ま
す
。

※

児
童
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
な

く
な
っ
た
後
に
所
得
が
②
を
下
回

っ
た
場
合
、
あ
ら
た
め
て
認
定
請

求
書
の
提
出
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
所
得
制
限
限
度
額
以
上
↓
児
童

　
１
人
に
つ
き
月
額
５
千
円
支
給

　【
従
来
ど
お
り
】

②
所
得
上
限
限
度
額
以
上
↓
支
給

　
な
し
【
改
正
後
】

※

扶
養
親
族
な
ど
の
数
は
、
所
得

税
法
上
の
同
一
生
計
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
親
族
（
里
親
な
ど
に
委
託

さ
れ
て
い
る
児
童
や
施
設
に
入
所

し
て
い
る
児
童
を
除
く
。
以
下「
扶

養
親
族
な
ど
」）
な
ら
び
に
扶
養
親

族
な
ど
で
は
な
い
児
童
で
前
年
の

12
月
31
日
に
お
い
て
生
計
を
維
持

し
た
人
数
を
い
い
ま
す
。
扶
養
親

族
な
ど
の
数
に
応
じ
て
、
限
度
額

は
１
人
に
つ
き
38
万
円
（
扶
養
親

族
な
ど
が
70
歳
以
上
の
同
一
生
計

配
偶
者
、
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族

で
あ
る
と
き
は
44
万
円
）
を
加
算

し
た
額
と
な
り
ま
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が

　
原
則
「
不
要
」
に
な
り
ま
す

　
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
（
前
年
の
所
得
、
児
童
の
養

育
状
況
な
ど
）
を
把
握
し
、
６
月

分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど
の
支
給

の
可
否
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
全
て
の
受
給
者
に

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り
毎
年
６

☎
24―

６
２
２
６

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

問
い
合
わ
せ
先

令
和
４
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
あ
な
た
ら
し
い
」を
築
く
、

「
あ
た
ら
し
い
」社
会
へ

う
人
材
「
あ
き
た
Ｆ・Ｆ
推
進
員
」

の
登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
で
は
７
人
が
市
の
事

業
へ
の
協
力
、
講
師
活
動
な
ど
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
新
規
の
研
修

受
講
も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る
方
は
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

「
Ｆ・Ｆ
」と
は
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
・

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
（Fifty-Fifty

）

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、
仕

事
や
家
庭
、
社
会
へ
男
女
が
と
も

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
参
画
す
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

あ
き
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
証
明
制
度

　
県
で
は
性
的
少
数
者
が
互
い
を

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
日
常

生
活
に
お
い
て
相
互
に
協
力
し
合

う
こ
と
を
宣
誓
し
た
場
合
に
、
公

に
証
明
す
る
制
度
を
本
年
４
月
１

日
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ト

ナ
ー
が
夫
婦
と
同
様
に
公
営
住
宅

へ
の
入
居
申
し
込
み
が
で
き
る
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

◎
証
明
書
の
提
示
を
受
け
ら
れ
た

　
方
へ

　
証
明
書
の
利
用
者
の
意
に
反
し

て
、
他
人
に
そ
の
利
用
に
係
る
情

報
を
流
す
こ
と
は
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ

（
暴
露
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
行
わ
な

い
な
ど
、
適
切
な
対
応
に
つ
い
て

ご
配
慮

く
だ
さ

い
。

秋
田
県
え
る
ぼ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
金

　
県
で
は
、
県
内
の
女
性
の
活
躍

推
進
を
図
る
た
め
「
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
認
定
（
え

る
ぼ
し
認
定
）
の
、
取
得
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

要
件
を
満
た
し
「
え
る
ぼ
し
チ
ャ

レ
ン
ジ
企
業
」
に
認
定
さ
れ
る
と

支
援
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
補
助

対
象
経
費
の
例
と
し
て
、
女
性
用

ト
イ
レ
や
子
育
て
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
・
修
繕
、
社
内
研
修
の
実
施
お

よ
び
外
部
研
修
へ
の
参
加
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

男女共同参画について
一緒に考えてみませんか
　　　　　　　　　　　　　（寄稿）

　男女共同参画推進協議会では、現在、第４次計画
の取り組みについて審議を行っています。計画は５
年ごとに見直しを行っており、市としての課題や重
要点などを協議して施策を推進しています。
　計画では「すべての人が自分らしく豊かに生き生
きと暮らしていくことができる社会の実現」を目指
しています。言葉にすることは簡単ですが、実際に
そのような社会を実現させることは難しい面が多い
と感じます。しかし、“自分らしく豊かに生きること”
を一人一人がどう感じ、どう捉えるかが大切です。
みなさんも自分のこととして考え、それぞれの立場
の理解を深めていきましょう。
　協議会では、職場や家庭など、身近な声に耳を傾
け一緒に考えながら、今後もみなさんの声が反映さ
れるよう取り組みを推進してまいります。

由利本荘市男女共同参画推進協議会
会長　鈴木　トシ子さん

受領証明書のイメージ▼

６
月
（
10
月
支
給
分
）
か
ら

所
得
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す

月
１
日
現
在
の
受
給
者
の
状
況
を

住
民
基
本
台
帳
な
ど
で
確
認
し
ま

す
の
で
、
児
童
の
養
育
状
況
が
変

わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
現
況
届
の
提

出
は
原
則
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
①
〜
⑤
に
該
当

す
る
方
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
対
象
の
方
へ
現
況
届
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え

６
月
１
日
以
降
に
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方

①
「
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別

　
居
」
と
申
請
し
た
方

②
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

　
り
「
住
民
票
の
住
所
地
が
実
際

　
の
居
住
地
と
異
な
る
」
と
申
請

　
し
た
方

③
本
市
に
住
民
票
が
な
い
児
童
を

　
養
育
す
る
方

④
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、

　
施
設
・
里
親
の
受
給
者

⑤
そ
の
他
、
状
況
を
確
認
す
る
必

　
要
が
あ
る
方

※

令
和
３
年
度
の
現
況
届
の
提
出

が
確
認
で
き
ず
一
時
差
し
止
め
中

の
方
は
、
当
該
年
度
の
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
方
法
　
返
信
用
封
筒
で
郵
送

ま
た
は
窓
口
へ
提
出

受
付
期
間

６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭
（
平
日
の

み
）

提
出
先
　
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

受
付
時
間

８
時
半
〜
17
時
15
分

扶養親族
などの数

①所得制限限度
額（所得額）

②所得上限限度
額（所得額）

０人 622万円  858万円 

１人 660万円  896万円 

２人 698万円  934万円 

３人 736万円  972万円 

４人 774万円  1010万円 

☎
24―

６
３
１
９

こ
ど
も
未
来
課

児
童
支
援
班

由
利
本
荘
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
募
集
し
ま
す

3
　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
郷
土
の

歴
史
っ
て
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
ま

す
か
？
　
知
っ
て
い
そ
う
で
わ
か

ら
な
い
、
由
利
本
荘
の
歴
史
や
文

化
、
成
り
立
ち
を
知
り
、
自
信
を

も
っ
て
由
利
本
荘
市
を
紹
介
で
き

る
人
を
増
や
す
取
り
組
み
、
そ
れ

が
「
由
利
本
荘
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　
市
内
で
活
動
す
る
郷
土
史
研
究

会
や
案
内
人
の
会
の
方
々
か
ら
話

を
聞
き
な
が
ら
、
各
回
半
日
か
ら

１
日
か
け
て
地
域
の
ご
自
慢
ス
ポ

ッ
ト
を
回
り
ま
す
。
本
年
度
は
本

荘
編
を
全
６
回
で
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
ふ
る
さ
と
の
案
内
人
を
や
っ
て

み
た
い
方
、
歴
史
や
文
化
に
興
味

が
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
引
っ
越

し
て
き
た
ば
か
り
の
方
や
元
気
な

お
子
さ
ま
で
も
大
歓
迎
で
す
。

申
込
期
限
　
６
月
13
日
㈪

定
員
　
10
人
程
度

内
容
・
日
時

❶
本
荘
公
園
〜
土
塁
の
名
城
、
本

　
荘
城
と
見
ど
こ
ろ
さ
ん
ぽ
〜

　
６
月
25
日
㈯
　
９
時
〜
正
午

❷
市
街
地
の
歴
史
探
訪
〜
八
幡
神

　
社
と
日
役
町
を
巡
る
〜

　
７
月
16
日
㈯
　
９
時
〜
正
午

❸
古
雪
町
と
北
前
船

　
８
月
６
日
㈯
　
９
時
〜
正
午

❹
石
脇
地
域
（
８
月
下
旬
予
定
）

❺
赤
田
地
域
（
９
月
上
旬
予
定
）

❻
石
沢
地
域
（
９
月
下
旬
予
定
）

☎
24―

６
３
４
９

問
い
合
わ
せ
先

観
光
振
興
課
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4

羽
後
本
荘
駅
　駅
前
広
場・駅
東
広
場

の
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
羽
後
本
荘
駅
　
駅
前
・
駅
東

広
場
整
備
内
容
」
に
つ
い
て
は
、

本
紙
４
月
15
日
号
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
来
年
３
月
末
の
完
成
を

目
指
し
て
広
場
整
備
工
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
現
地
の
誘
導
に
従
っ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
下
図

と
歩
行
者
通
路
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。☎

24―

６
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

5

職
場
な
ど
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
は
い
か
が
？

　
市
で
は
、
会
社
な
ど
の
事
業
所

や
町
内
会
へ
出
向
い
て
申
請
か
ら

交
付
ま
で
行
う
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
か
ら

交
付
ま
で
一
度
も
市
役
所
に
来
庁

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
や
町

内
会
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

▼
事
業
所
・
町
内
会
が
申
請
希
望

者
リ
ス
ト
を
市
に
提
出
　
▼
希
望

日
時
・
場
所
に
市
が
出
張
申
請

ブ
ー
ス
を
設
置
　
▼
申
請
書
と
暗

証
番
号
設
定
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
　
▼
写
真
撮
影
を
し
て
申

請
完
了

※

当
日
の
申
請
に
要
す
る
時
間
は

１
人
15
分
程
度
（
待
ち
時
間
除
く
）

で
す
。

※

申
請
後
、
１
カ
月
〜
１
カ
月
半

で
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

※

交
付
の
方
法
は
２
種
類
あ
り
、

市
職
員
が
再
度
訪
問
し
て
交
付
す

る
か
、
本
人
限
定
受
取
郵
便
で
お

送
り
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
所
・
町
内
会
で

準
備
す
る
も
の

出
張
申
請
ブ
ー
ス
の
設
置
場
所
、

机
や
椅
子
な
ど

申
請
者
の
当
日
の
持
ち
も
の

❶
本
人
確
認
書
類
（
次
の
う
ち
い

　
ず
れ
か
）

　
▽
顔
写
真
付
き
２
点
　
▽
顔
写

　
真
付
き
１
点
＋
顔
写
真
な
し
１

　
点
　
▽
顔
写
真
な
し
２
点

❷
通
知
カ
ー
ド

❸
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

　
ち
の
方
の
み
）

※
当
日
の
持
ち
も
の
に
不
足
が
あ

る
場
合
は
市
役
所
窓
口
（
本
庁
も

し
く
は
各
総
合
支
所
）
で
の
交
付

と
な
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
便
利
に
！
　マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と
　
　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書

　
類
と
し
て

○
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

　
ン
申
請
に

○
本
人
確
認
の
際
の
公
的
な
身
分

　
証
明
書
と
し
て

○
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引

　
に

○
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
各
種
公
的
証

　
明
書
を
取
得
可
能

○
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
可
能

○
公
金
受
取
口
座
を
登
録
可
能

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

　
明
書
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

　
プ
リ
で
発
行
可
能

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
）

☎
24―

６
２
４
３

　

shim
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「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第90回

Ｇｅｏと防災

遊佐町危機管理アドバイザー
佐々木　浩行 さん

　「防災」や「災害」という言葉を毎日のように見聞
きします。しかし、わかったようでわからないのが悩
みの種。そこで、広辞苑を引いてみると、防災とは「災
害を防止すること」、災害とは「異常な自然現象や人
為的活動によって、人間の社会生活や人命に受ける被
害」とあります。このことから、災害には「自然と人間」
が深く関わりあっていることがわかります。
　小山崎遺跡発掘調査報告書（2015 年、遊佐町教育
委員会）では、縄文の人々の暮らしを「地形や環境の
変化を巧みに利用しながら住居を構え、社会生活を営

んでいた」と述べています。ある時期までは自然と共生していた人間社会に、急激な人口の増加が起
きました。その結果、住んではいけない所にも家を建て、街を造り、工場を建て、道路や鉄道を縦横
無尽に走らせました。これが、自然の猛威と人間社会が関わりあう原因の一つです。
　防災は、土地の成り立ちを知ることが大切です。大地（Ｇｅｏ）に触れながら、新しい防災学習に
挑戦してみませんか。

提供：酒田海上保安部（山形県港湾・漁港航空写真）

我が国における総人口の長期的推移
○我が国の総人口は、2004年をピークに、今後100年間で100年前（明治時代後半）の
　水準に戻っていく。この変化は、千年単位でみても類を見ない、極めて急激な減少。

「国土の長期展望」中間とりまとめ　概要（平成23年2月21日国土審議会政策部会長長期展望委員会）

（万人）

2100年（中位推計）
4,771万人

高齢化率 40.6%

2100年（高位推計）
6,407万人

2100年（低位推計）
3,770万人

（年）0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

800 1000 1200 1400 1600 1650 1700 1750 1800 1850 1900 1950 2000 2050 2100

（1192年）
757万人

（1338年）
818万人

（1603年）
1,227万人

（1716～45年）

3,128万人

（1868年）
3,330万人

（2000年）

12,693万人

鎌
倉
幕
府
成
立

室
町
幕
府
成
立

江
戸
幕
府
成
立

享
保
改
革

明
治
維
新

終
戦

(1945年)

7,199万人

2050年
9,515万人

高齢化率 39.6%

2004年12月にピーク
12,784万人

高齢化率 19.6%

2030年
11,522万人

高齢化率 31.8%

　
本
年
１
月
15
日
、
南
太
平
洋
の
ト
ン
ガ
諸
島
沖
で
海
底
火
山
が

大
噴
火
し
ま
し
た
。
大
噴
火
に
よ
り
発
生
し
た
津
波
が
、
遠
く
離

れ
た
日
本
に
も
到
達
し
、
漁
船
の
転
覆
な
ど
水
産
業
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
活
火
山
は
、
突
然
噴
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
の

御
嶽
山
噴
火
で
は
、
山
頂
周
辺
に
い
た
登
山
者
が
噴
石
な
ど
で
被

災
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
63
人
、
負
傷
者
69
人
の
甚
大
な
被
害

と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
噴
火
の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
御
嶽
山
の
噴
火
を
教
訓
に
、
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
が
改

正
さ
れ
、
避
難
施
設
の
整
備
な
ど
に
加
え
て
、
集
客
施
設
の
所
有

者
な
ど
に
よ
る
避
難
確
保
計
画
の
作
成
な
ど
の
警
戒
避
難
体
制
に

関
わ
る
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
海
山
も
有
史
以
来
、
噴
火
記
録
が
あ
る
活
火
山
で
、
近
年
で

は
１
９
７
４
｟
昭
和
49
｠
年

に
小
規
模
な
水
蒸
気
爆
発
が

発
生
し
ま
し
た
。
万
が
一
、

噴
火
し
た
場
合
に
は
「
鳥
海

山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」
を
活

用
し
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い

て
行
動
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

火
山
の

　大
規
模
爆
発

【
第
４
回
】
防
災
コ
ラ
ム

くらしの防災通信
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羽
後
本
荘
駅
　駅
前
広
場・駅
東
広
場

の
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
羽
後
本
荘
駅
　
駅
前
・
駅
東

広
場
整
備
内
容
」
に
つ
い
て
は
、

本
紙
４
月
15
日
号
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
来
年
３
月
末
の
完
成
を

目
指
し
て
広
場
整
備
工
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
現
地
の
誘
導
に
従
っ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
下
図

と
歩
行
者
通
路
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。☎

24―

６
３
３
２

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

5

職
場
な
ど
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
は
い
か
が
？

　
市
で
は
、
会
社
な
ど
の
事
業
所

や
町
内
会
へ
出
向
い
て
申
請
か
ら

交
付
ま
で
行
う
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
か
ら

交
付
ま
で
一
度
も
市
役
所
に
来
庁

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
や
町

内
会
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

▼
事
業
所
・
町
内
会
が
申
請
希
望

者
リ
ス
ト
を
市
に
提
出
　
▼
希
望

日
時
・
場
所
に
市
が
出
張
申
請

ブ
ー
ス
を
設
置
　
▼
申
請
書
と
暗

証
番
号
設
定
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
　
▼
写
真
撮
影
を
し
て
申

請
完
了

※

当
日
の
申
請
に
要
す
る
時
間
は

１
人
15
分
程
度
（
待
ち
時
間
除
く
）

で
す
。

※

申
請
後
、
１
カ
月
〜
１
カ
月
半

で
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

※

交
付
の
方
法
は
２
種
類
あ
り
、

市
職
員
が
再
度
訪
問
し
て
交
付
す

る
か
、
本
人
限
定
受
取
郵
便
で
お

送
り
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
所
・
町
内
会
で

準
備
す
る
も
の

出
張
申
請
ブ
ー
ス
の
設
置
場
所
、

机
や
椅
子
な
ど

申
請
者
の
当
日
の
持
ち
も
の

❶
本
人
確
認
書
類
（
次
の
う
ち
い

　
ず
れ
か
）

　
▽
顔
写
真
付
き
２
点
　
▽
顔
写

　
真
付
き
１
点
＋
顔
写
真
な
し
１

　
点
　
▽
顔
写
真
な
し
２
点

❷
通
知
カ
ー
ド

❸
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

　
ち
の
方
の
み
）

※

当
日
の
持
ち
も
の
に
不
足
が
あ

る
場
合
は
市
役
所
窓
口
（
本
庁
も

し
く
は
各
総
合
支
所
）
で
の
交
付

と
な
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
便
利
に
！
　マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と
　
　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書

　
類
と
し
て

○
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

　
ン
申
請
に

○
本
人
確
認
の
際
の
公
的
な
身
分

　
証
明
書
と
し
て

○
各
種
民
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引

　
に

○
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
各
種
公
的
証

　
明
書
を
取
得
可
能

○
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
可
能

○
公
金
受
取
口
座
を
登
録
可
能

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

　
明
書
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

　
プ
リ
で
発
行
可
能

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
住
民
記
録
班

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
）

☎
24―
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「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第90回

Ｇｅｏと防災

遊佐町危機管理アドバイザー
佐々木　浩行 さん

　「防災」や「災害」という言葉を毎日のように見聞
きします。しかし、わかったようでわからないのが悩
みの種。そこで、広辞苑を引いてみると、防災とは「災
害を防止すること」、災害とは「異常な自然現象や人
為的活動によって、人間の社会生活や人命に受ける被
害」とあります。このことから、災害には「自然と人間」
が深く関わりあっていることがわかります。
　小山崎遺跡発掘調査報告書（2015 年、遊佐町教育
委員会）では、縄文の人々の暮らしを「地形や環境の
変化を巧みに利用しながら住居を構え、社会生活を営

んでいた」と述べています。ある時期までは自然と共生していた人間社会に、急激な人口の増加が起
きました。その結果、住んではいけない所にも家を建て、街を造り、工場を建て、道路や鉄道を縦横
無尽に走らせました。これが、自然の猛威と人間社会が関わりあう原因の一つです。
　防災は、土地の成り立ちを知ることが大切です。大地（Ｇｅｏ）に触れながら、新しい防災学習に
挑戦してみませんか。

提供：酒田海上保安部（山形県港湾・漁港航空写真）

我が国における総人口の長期的推移
○我が国の総人口は、2004年をピークに、今後100年間で100年前（明治時代後半）の
　水準に戻っていく。この変化は、千年単位でみても類を見ない、極めて急激な減少。

「国土の長期展望」中間とりまとめ　概要（平成23年2月21日国土審議会政策部会長長期展望委員会）

（万人）

2100年（中位推計）
4,771万人

高齢化率 40.6%

2100年（高位推計）
6,407万人

2100年（低位推計）
3,770万人
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（1192年）
757万人

（1338年）
818万人

（1603年）
1,227万人

（1716～45年）

3,128万人

（1868年）
3,330万人

（2000年）

12,693万人

鎌
倉
幕
府
成
立

室
町
幕
府
成
立

江
戸
幕
府
成
立

享
保
改
革

明
治
維
新

終
戦

(1945年)

7,199万人

2050年
9,515万人

高齢化率 39.6%

2004年12月にピーク
12,784万人

高齢化率 19.6%

2030年
11,522万人

高齢化率 31.8%

　
本
年
１
月
15
日
、
南
太
平
洋
の
ト
ン
ガ
諸
島
沖
で
海
底
火
山
が

大
噴
火
し
ま
し
た
。
大
噴
火
に
よ
り
発
生
し
た
津
波
が
、
遠
く
離

れ
た
日
本
に
も
到
達
し
、
漁
船
の
転
覆
な
ど
水
産
業
に
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
活
火
山
は
、
突
然
噴
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
の

御
嶽
山
噴
火
で
は
、
山
頂
周
辺
に
い
た
登
山
者
が
噴
石
な
ど
で
被

災
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
63
人
、
負
傷
者
69
人
の
甚
大
な
被
害

と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
噴
火
の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
御
嶽
山
の
噴
火
を
教
訓
に
、
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
が
改

正
さ
れ
、
避
難
施
設
の
整
備
な
ど
に
加
え
て
、
集
客
施
設
の
所
有

者
な
ど
に
よ
る
避
難
確
保
計
画
の
作
成
な
ど
の
警
戒
避
難
体
制
に

関
わ
る
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鳥
海
山
も
有
史
以
来
、
噴
火
記
録
が
あ
る
活
火
山
で
、
近
年
で

は
１
９
７
４
｟
昭
和
49
｠
年

に
小
規
模
な
水
蒸
気
爆
発
が

発
生
し
ま
し
た
。
万
が
一
、

噴
火
し
た
場
合
に
は
「
鳥
海

山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」
を
活

用
し
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い

て
行
動
す
る
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

火
山
の

　大
規
模
爆
発

【
第
４
回
】
防
災
コ
ラ
ム

くらしの防災通信



由
利
本
荘
市 

企
画
振
興
部 

広
報
広
聴
課
気
付

広報広聴課　☎２４−６２３７

　市政の改革に、ひとりでも多くの市

民の皆さまの参画を促し、将来を展望

した改革を進めていくこととしていま

す。市政に対する建設的なご提案をお

寄せください



由
利
本
荘
市 

企
画
振
興
部 

広
報
広
聴
課
気
付

広報広聴課　☎２４−６２３７

　市政の改革に、ひとりでも多くの市

民の皆さまの参画を促し、将来を展望

した改革を進めていくこととしていま

す。市政に対する建設的なご提案をお

寄せください
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市の財政指標など お知らせします！

令和３年度 市の予算執行状況
歳出執行額 471億円、執行率は79.7% 本年３月31日現在

一般会計の執行状況
歳　入

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

市 税

市 債

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

財 産 収 入

使用料・手数料

そ の 他

歳 入 合 計

189億7,723万0千円

111億7,995万8千円

81億2,838万1千円

78億6,226万4千円

38億7,711万6千円

19億4,333万2千円

10億 560万8千円

5億 109万3千円

4億1,946万5千円

53億1,335万6千円

592億 780万3千円

189億7,723万0千円

91億2,623万8千円

80億3,740万5千円

21億6,916万4千円

24億4,614万6千円

1億4,585万6千円

8億5,341万1千円

4億9,109万5千円

3億9,886万5千円

52億8,731万3千円

479億3,272万3千円

100.0

81.6

98.9

27.6

63.1

7.5

84.9

98.0

95.1

99.5

81.0

項　　目 予　算　現　額

未　収　入　額

収 入 済 み 額 収入率（%）

　市では年２回、市の財政状況を公表しています。本年３月31日現在の執行状況は、
令和３年度一般会計予算における歳入の収入率が81.0%で、歳出の執行率が79.7%
となっています。
　なお、各予算の出納整理期間は５月末日までとなっており、この期間の収支を加
えて最終決算となります。

問い合わせ先  財政課  ☎２４－６２２０

112億7,508万0千円

歳　出

民 生 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

歳 出 合 計

150億7,996万2千円

102億5,629万3千円

90億5,266万3千円

71億5,719万2千円

64億9,288万5千円

34億8,571万5千円

28億5,268万2千円

18億6,912万0千円

17億 88万1千円

12億6,041万0千円

592億 780万3千円

143億6,050万1千円

83億2,304万4千円

44億8,691万2千円

44億2,694万6千円

64億5,052万7千円

27億6,790万5千円

23億4,520万1千円

16億3,456万5千円

15億3,992万7千円

8億5,061万6千円

471億8,614万4千円

95.2

81.2

49.6

61.9

99.3

79.4

82.2

87.5

90.5

67.5

79.7

項　　目 予　算　現　額

未　支　出　額

支 出 済 み 額 執行率（%）

120億2,165万9千円

市税の状況
科　　目 収 入 済 み 額 １人当たり １世帯当たり
固定資産税

市 民 税

市たばこ税

軽自動車税

鉱 産 税

都市計画税

入 湯 税

計

普
　通
　税

目
的
税

40億 363万1千円

30億7,698万5千円

5億5,189万6千円

2億7,664万4千円

1,831万4千円

1億 466万8千円

526万7千円

80億3,740万5千円

54,436円

41,836円

7,504円

3,761円

249円

1,423円

72円

109,281円

130,225円

100,084円

17,951円

8,998円

596円

3,405円

171円

261,430円
人口  73,548人、世帯数  30,744世帯
（本年３月31日現在　住民基本台帳から）

※令和３年度の市債は、大部分が
　出納整理期間の借り入れとなります。

特別会計予算の執行状況
会　計　別 予　算　現　額 収 入 済 み 額

歳　　　入
収入率（％） 支 出 済 み 額

歳　　　出
執行率（％）

国民健康保険

後期高齢者医療

情報センター

診 療 所 運 営

ス キ ー 場

奨 学 資 金

介護サービス

一番堰まちづくり

休日応急診療所

計
財 産 区

89億2,530万1千円

9億4,640万8千円

5億1,522万0千円

1億6,199万0千円

1億1,126万8千円

7,251万2千円

6,807万7千円

6,257万1千円

149万1千円

108億6,483万8千円
679万7千円

87億5,782万0千円

9億1,421万8千円

3億4,791万9千円

8,934万9千円

3,383万6千円

7,014万0千円

6,692万9千円

5,745万2千円

31万8千円

103億3,798万1千円
695万9千円

83億8,409万0千円

9億1,501万0千円

4億5,231万8千円

1億3,781万1千円

1億 547万1千円

2,976万1千円

4,534万0千円

6,190万2千円

107万2千円

101億3,277万5千円
585万3千円

98.1

96.6

67.5

55.2

30.4

96.7

98.3

91.8

21.3

95.2
102.4

93.9

96.7

87.8

85.1

94.8

41.0

66.6

98.9

71.9

93.3
86.1

一般会計市債の状況
（市で借りているお金）

借入先 計 635億3,118万2千円

財務省から
250億1,709万8千円

郵貯・簡保から
10億9,735万2千円

その他から（秋田県など）
8億3,247万4千円

226億2,952万1千円

139億5,473万7千円

地方公共団体
金融機構などから

銀行などから

目的別 計 635億3,118万2千円

普通債
447億9,518万4千円

臨時財政対策債
175億6,901万8千円

災害復旧債
8億5,705万3千円

その他
3億992万7千円

実質単年度収支…歳入・歳出の差額に基金積立や繰上償還を考慮したもの
実質公債費比率…標準的な収入に対する借金の割合

市　　債…市の財源を調達するための借入金
積立基金…積み立てた基金（預金）の総額

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2年度平
成

令
和 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2年度平

成
令
和

実質単年度収支の推移

実質公債費比率の推移 積立基金残高の推移

市債残高の推移
2,000

0

△1,000

（百万円） （億円）

（億円）（%）
20

15

10

800
750
700
650

140
120
100
80
60
40

△703

499

19.6

1,103 1,445

1,168

1,710

1,828

2,040

632 383

△1,115

454

△231△26

781

20.9 20.3
18.8 17.3

15.8
14.3

12.8 11.5
10.1 9.7 10.0 10.7

11.0

770

764

738

739
715

693

705 701

696

710

709

693

680

42 48
63 70 76

87
103 100

118
125 136 130 135 128

新山小学校完成予定図
令和６年の完成に向け改築工事中

羽後本荘駅新駅舎・東西自由通路
駅前広場、駅東広場の整備が継続中
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市の財政指標など お知らせします！

令和３年度 市の予算執行状況
歳出執行額 471億円、執行率は79.7% 本年３月31日現在

一般会計の執行状況
歳　入

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

市 税

市 債

県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

財 産 収 入

使用料・手数料

そ の 他

歳 入 合 計

189億7,723万0千円

111億7,995万8千円

81億2,838万1千円

78億6,226万4千円

38億7,711万6千円

19億4,333万2千円

10億 560万8千円

5億 109万3千円

4億1,946万5千円

53億1,335万6千円

592億 780万3千円

189億7,723万0千円

91億2,623万8千円

80億3,740万5千円

21億6,916万4千円

24億4,614万6千円

1億4,585万6千円

8億5,341万1千円

4億9,109万5千円

3億9,886万5千円

52億8,731万3千円

479億3,272万3千円

100.0

81.6

98.9

27.6

63.1

7.5

84.9

98.0

95.1

99.5

81.0

項　　目 予　算　現　額

未　収　入　額

収 入 済 み 額 収入率（%）

　市では年２回、市の財政状況を公表しています。本年３月31日現在の執行状況は、
令和３年度一般会計予算における歳入の収入率が81.0%で、歳出の執行率が79.7%
となっています。
　なお、各予算の出納整理期間は５月末日までとなっており、この期間の収支を加
えて最終決算となります。

問い合わせ先  財政課  ☎２４－６２２０

112億7,508万0千円

歳　出

民 生 費

土 木 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

歳 出 合 計

150億7,996万2千円

102億5,629万3千円

90億5,266万3千円

71億5,719万2千円

64億9,288万5千円

34億8,571万5千円

28億5,268万2千円

18億6,912万0千円

17億 88万1千円

12億6,041万0千円

592億 780万3千円

143億6,050万1千円

83億2,304万4千円

44億8,691万2千円

44億2,694万6千円

64億5,052万7千円

27億6,790万5千円

23億4,520万1千円

16億3,456万5千円

15億3,992万7千円

8億5,061万6千円

471億8,614万4千円

95.2

81.2

49.6

61.9

99.3

79.4

82.2

87.5

90.5

67.5

79.7

項　　目 予　算　現　額

未　支　出　額

支 出 済 み 額 執行率（%）

120億2,165万9千円

市税の状況
科　　目 収 入 済 み 額 １人当たり １世帯当たり
固定資産税

市 民 税

市たばこ税

軽自動車税

鉱 産 税

都市計画税

入 湯 税

計

普
　通
　税

目
的
税

40億 363万1千円

30億7,698万5千円

5億5,189万6千円

2億7,664万4千円

1,831万4千円

1億 466万8千円

526万7千円

80億3,740万5千円

54,436円

41,836円

7,504円

3,761円

249円

1,423円

72円

109,281円

130,225円

100,084円

17,951円

8,998円

596円

3,405円

171円

261,430円
人口  73,548人、世帯数  30,744世帯
（本年３月31日現在　住民基本台帳から）

※令和３年度の市債は、大部分が
　出納整理期間の借り入れとなります。

特別会計予算の執行状況
会　計　別 予　算　現　額 収 入 済 み 額

歳　　　入
収入率（％） 支 出 済 み 額

歳　　　出
執行率（％）

国民健康保険

後期高齢者医療

情報センター

診 療 所 運 営

ス キ ー 場

奨 学 資 金

介護サービス

一番堰まちづくり

休日応急診療所

計
財 産 区

89億2,530万1千円

9億4,640万8千円

5億1,522万0千円

1億6,199万0千円

1億1,126万8千円

7,251万2千円

6,807万7千円

6,257万1千円

149万1千円

108億6,483万8千円
679万7千円

87億5,782万0千円

9億1,421万8千円

3億4,791万9千円

8,934万9千円

3,383万6千円

7,014万0千円

6,692万9千円

5,745万2千円

31万8千円

103億3,798万1千円
695万9千円

83億8,409万0千円

9億1,501万0千円

4億5,231万8千円

1億3,781万1千円

1億 547万1千円

2,976万1千円

4,534万0千円

6,190万2千円

107万2千円

101億3,277万5千円
585万3千円

98.1

96.6

67.5

55.2

30.4

96.7

98.3

91.8

21.3

95.2
102.4

93.9

96.7

87.8

85.1

94.8

41.0

66.6

98.9

71.9

93.3
86.1

一般会計市債の状況
（市で借りているお金）

借入先 計 635億3,118万2千円

財務省から
250億1,709万8千円

郵貯・簡保から
10億9,735万2千円

その他から（秋田県など）
8億3,247万4千円

226億2,952万1千円

139億5,473万7千円

地方公共団体
金融機構などから

銀行などから
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新山小学校完成予定図
令和６年の完成に向け改築工事中

羽後本荘駅新駅舎・東西自由通路
駅前広場、駅東広場の整備が継続中



令和４年６月１日号　広報ゆりほんじょう 12

75歳以上の後期高齢者の方へ

　筋肉や活動の量が減ってきたと感じることはありませんか。人

生100年時代を元気に過ごすためにはフレイル予防が大切です。

本年度中に76歳・80歳になる方へ

　　　　　歯科健診を受診しませんか ?

「健康長寿のびのび測定会」 のお知らせ

 大麻・けしには依存性が

あり、記憶や学習能力、知

覚にも悪影響を及ぼします。

　また、大麻・けしの不正

栽培や種子の提供は大麻取

締法による処罰の対象にな

ります。 

　不正栽培および自生して

いる大麻・けしを発見した

ときは、速やかに由利本荘

保健所（☎２２－４１２２）

へ連絡してください。

（６月１日～７月31日）
実施のお知らせ

不正大麻・けし撲滅運動

「大麻・けしの見分け方」(厚生労働省)(https://www.mhl-
w.go.jp/bunya/iyakuhin/dl/taima.pdf)を加工して作成

　フレイルとは心身のはたらきが低

下した状態。健康と要介護の中間に

位置し、早めに対応すれば再び健康

に戻れる段階です。 

　自身の状態に早めに気づき、適度

な運動やバランスのとれた食事をす

ることで、健康でいられる時間をよ

り長く保てます。

まずは自身の体がどのような状態か調べてみませんか。

　測定会に参加することで、体の筋肉量や筋肉バランス、歩行

速度、食べるために必要な舌の力など、日頃の体重測定だけで

は分からない、今の体の状態が分かります。

　また、結果に基づいて、どうすれば体の状態を改善できるか

を保健師や管理栄養士、歯科衛生士が助言します。

対象者　75 歳以上の市民の方

参加費　無料

測定日　６月 30 日㈭

※11月に再度同じ内容で測定し、体の変

化を確認します。 

会場　カダーレギャラリー

定員  10時半〜12時半　30人

　　　14時〜16時　　　30人

申込期間　６月６日㈪〜10日㈮

※定員になり次第、締め切り。

問い合わせ　市民課医療保険班　☎２４－６２４４

  本年度中に76歳・80歳になられる後期高齢者医療保険加入 

者を対象とした歯科健診（歯科健康診査）を実施します。対象 

者には５月下旬に受診券（黄色）をお送りしています。受診を 

希望される方は、個人で歯科医院へ直接予約して有効期限内に 

受診しましょう。費用の自己負担はありません。

対象者　令和５年３月31日時点で76歳および80歳の方

※受診券を紛失された方や、本年４月１日以降に市外から転  

入された方はお問い合わせください。 

受診券の有効期限　令和５年３月31日㈮まで

受診する際に必要なもの　保険証、受診券（黄色）

問い合わせ　市民課医療保険班　☎２４－６２４４

健康

要介護状態

フレイル

大麻の葉

けしの花
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６月 乳幼児健診
○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください
○７カ月児健診は個別受診となります
○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

<感染症対策としての変更点>
●会場内では付き添いの保護者は１人でお願いします。
●マスクを常時着用してください。
●密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受付時間を区分しています（上記の受付時間参照）。
●感染症の影響により、日程変更した場合は対象の方にご連絡いたします。

備　　　考

４カ月児健診

10カ月児健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

５歳児健康相談

28日㈫

29日㈬

３日㈮

６日㈪

13日㈪

９日㈭

○１日～15日生まれ
　⇒12:30～12:50
○16日～31日生まれ
　⇒13:00～13:20

○１日～15日生まれ
　⇒13:00～13:15
○16日～31日生まれ
　⇒13:25～13:40

令和４年２月生まれ

令和３年８月生まれ

令和２年11月生まれ

平成30年12月生まれ

令和２年３月生まれ

平成29年５月生まれ

本荘保健センター

本荘保健センターと
鶴舞会館

ご家庭で聴力・視力検査を
行ってきてください

母子健康手帳、筆記用具、水筒
（水かお茶）を持参してください

事　　業　　名 実施日 受 付 時 間 対　象　者 実 施 場 所

12:45～13:00

▶▶催し・お知らせ

■マタニティ教室

　助産師やＮＰＯ法人ファザーリン

グ・ジャパン東北事務局長を講師に

迎え、赤ちゃんのお世話や子育ての

方法について学びます。夫婦での参

加も可能です。

日時　６月11日㈯　①９時半〜11  

　時半　②13時半〜15時半

会場　本荘保健センター

対象　妊娠中の方とご家族(里帰  

り中の方はお問い合わせくださ

　い） 

定員　各10組 

持ち物　母子健康手帳 

申し込み　６月８日㈬まで、子育て世

代包括支援センター「ふぁみり

　あ」(健康づくり課内)

※①と②は同じ内容です。

■声かけボランティアによる

　「鶴舞温泉きてけれ〜サロン」

お茶を飲みながらみんなでお 

しゃべりしませんか。どなたでも参加

できます。 

日時　６月15日㈬　10時〜12時 

会場　鶴舞温泉　中広間 

問い合わせ　声かけボランティア  

　事務局(健康づくり課内)

■こころの相談日のお知らせ  

　ご家族や仕事のことなど、日常生

活での困りごとを臨床心理士へ気軽

に相談できます。 

日時　６月16日㈭　10時15分〜11時、

　11時15分〜12時、13時半〜14時15

　分　※１人45分予約制、１日３人ま

　で 

会場　本荘保健センター 

申し込み　６月14日㈫まで、健康　

　づくり課

■産後のママと赤ちゃん向け教室

赤ちゃんの発達を促すふれあい 

方や遊び方などを学びます。 

日時　６月17日㈮　①10時〜11時  

　半　②13時半〜15時

対象　①１カ月健診以降生後４カ月

　頃まで　②４カ月健診以降生後６

　カ月頃まで

会場　本荘保健センター 

定員　各５組 

持ち物　母子健康手帳、バスタオ     

　ル２枚 

申し込み　６月15日㈬まで、子育て 

　世代包括支援センター「ふぁみり

　あ」(健康づくり課内)

　熱があるなど体調不良の
方は参加をご遠慮ください。

お願い

自宅で検温マスク着用

　づくり課

Yurihonjo city public Relations. 202213
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子どものむし歯は年々減少しており、むし歯のない
子どももたくさんいます。しかし、そうした子どもた
ちも「健口」リスクを抱えているかもしれません。
なぜでしょうか。

自宅での
予防

歯医者での
予防

歯医者と自宅、両方での予防が大切です

子どもたちのむし歯の現状
　県では約15年前からフッ素洗口事業を展開してい 
ます。本市でも約６年前から保育園や小学校でフッ 
素洗口を開始しており、中学校でも実施するように 
なっています。その結果、県全体で子どものむし歯
は 約10年前の３分の１程度まで減少し、子どもた
ち世代でのむし歯は珍しい病気になってきました。

　しかし、全くむし歯がない子どもが増えている一
方で、むし歯のある子どもは１人で何本もむし歯を
抱えているという二極化の傾向が見られます。また、
むし歯は無くても「歯肉炎」になる子どもたちが増
えてきていて、新たな問題になっています。「歯肉炎」
は 「歯周病」の初期状態です。歯周病は10代からす
でに始まっているんです。

　むし歯や歯周病の予防には、家で行う予防「ホー
ムケア」と、歯科医院で行う「プロフェッショナル
ケア」この両方が必要です。欧米では当たり前の「歯
科医院での定期的な予防処置」が日本では決定的に
抜け落ちてしまっています。そうした傾向から、近
年の日本でも歯医者は「治療を受けに行くところ」
から「予防処置を受けに行くところ」に方向転換が
始まっています。

むし歯・歯周病は、予防できる病気です。
この話をすると「毎日歯磨きしているから大丈夫 
です」と言われます。でも、毎日歯磨きしているのに、 
むし歯になってしまった方も少なくないのではない
でしょうか。もちろん、歯磨きはとても大切です。
でも、 家で歯磨きだけしていても、むし歯や歯周病
は予防できません。

すずき歯科医院
鈴木直之 先生

「健口」から「健康」へ

　　　　　　　　　　　口は命の入り口です！

６月４日～６月10日は「歯と口の健康週間」

むし歯・歯周病
予防

12歳の「1人当たり永久歯むし歯本数」の推移

以前は全国と比べるとむし歯が多い県でした

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5 全国

秋田県

R01H29H27H25H23H21H19

(本)

０.７本

２.５本

１.６３本

０.７本

お口の健康を考える歯科
コラム

中高生の皆さんへ
毎日、部活や勉学に取り組んで忙しい日々を送っ 
ていると思います。でも、忙しくて「健口」（お口
の健康）に無関心になっていませんか。歯が染みた
り、歯肉が赤くなって腫れたりしていませんか。口
臭が気になっていませんか。 
　「忙しくて歯医者に行く時間がない」「健診でむし
歯なかったよ」いいえ、そういう人ほど長期休みの
ほんの数時間を使って歯医者に行ってみてくださ
い。 年に３回程度、歯医者に行って、検診、予防処置
を受けるだけで、銀歯や口臭とバイバイできるかも。
　きれいな歯、白い歯、キレイな息でいたいですよ
ね。 皆さんのお口はどうでしょうか。

なぜ「むし歯」がないのに歯医者に行くの？



令和４年６月１日号　広報ゆりほんじょう 14

子どものむし歯は年々減少しており、むし歯のない
子どももたくさんいます。しかし、そうした子どもた
ちも「健口」リスクを抱えているかもしれません。
なぜでしょうか。

自宅での
予防

歯医者での
予防

歯医者と自宅、両方での予防が大切です

子どもたちのむし歯の現状
　県では約15年前からフッ素洗口事業を展開してい 
ます。本市でも約６年前から保育園や小学校でフッ 
素洗口を開始しており、中学校でも実施するように 
なっています。その結果、県全体で子どものむし歯
は 約10年前の３分の１程度まで減少し、子どもた
ち世代でのむし歯は珍しい病気になってきました。

　しかし、全くむし歯がない子どもが増えている一
方で、むし歯のある子どもは１人で何本もむし歯を
抱えているという二極化の傾向が見られます。また、
むし歯は無くても「歯肉炎」になる子どもたちが増
えてきていて、新たな問題になっています。「歯肉炎」
は 「歯周病」の初期状態です。歯周病は10代からす
でに始まっているんです。

　むし歯や歯周病の予防には、家で行う予防「ホー
ムケア」と、歯科医院で行う「プロフェッショナル
ケア」この両方が必要です。欧米では当たり前の「歯
科医院での定期的な予防処置」が日本では決定的に
抜け落ちてしまっています。そうした傾向から、近
年の日本でも歯医者は「治療を受けに行くところ」
から「予防処置を受けに行くところ」に方向転換が
始まっています。

むし歯・歯周病は、予防できる病気です。
この話をすると「毎日歯磨きしているから大丈夫 
です」と言われます。でも、毎日歯磨きしているのに、 
むし歯になってしまった方も少なくないのではない
でしょうか。もちろん、歯磨きはとても大切です。
でも、 家で歯磨きだけしていても、むし歯や歯周病
は予防できません。

すずき歯科医院
鈴木直之 先生

「健口」から「健康」へ

　　　　　　　　　　　口は命の入り口です！

６月４日～６月10日は「歯と口の健康週間」

むし歯・歯周病
予防

12歳の「1人当たり永久歯むし歯本数」の推移

以前は全国と比べるとむし歯が多い県でした

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5 全国

秋田県

R01H29H27H25H23H21H19

(本)

０.７本

２.５本

１.６３本

０.７本

お口の健康を考える歯科
コラム

中高生の皆さんへ
毎日、部活や勉学に取り組んで忙しい日々を送っ 
ていると思います。でも、忙しくて「健口」（お口
の健康）に無関心になっていませんか。歯が染みた
り、歯肉が赤くなって腫れたりしていませんか。口
臭が気になっていませんか。 
　「忙しくて歯医者に行く時間がない」「健診でむし
歯なかったよ」いいえ、そういう人ほど長期休みの
ほんの数時間を使って歯医者に行ってみてくださ
い。 年に３回程度、歯医者に行って、検診、予防処置
を受けるだけで、銀歯や口臭とバイバイできるかも。
　きれいな歯、白い歯、キレイな息でいたいですよ
ね。 皆さんのお口はどうでしょうか。

なぜ「むし歯」がないのに歯医者に行くの？
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※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

※図書館・図書室にご来館の際は必ずマスクを着用いただき、
　入り口で手指の消毒をお願いします。

6月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

休館日　㋐

地域支援講座（人と人のつながりを考える）　13時～15時　㋕

由利耕心大学講座　10時　㋛

おとなの社会科１時間目　14時～15時半　㋕
365日の絵手紙展示と無料体験教室　10時～15時　㋕

カダーレダンスフェスティバル2022ダンスワークショップ
　　　　　　　　13時～／15時～／17時～　参加料あり　㋕
カダーレダンスフェスティバル2022ストリートダンスコンテスト
　　　　　　 　  13時半～（開場12時45分）　入場料あり　㋕

休館日　㋐　㋤　

休館日　㋛

【７月の休館日】　
カダーレ：12日㈫、26日㈫
アクアパル：４日㈪、11日㈪、19日㈫、25日㈪
総合体育館：11日㈪、25日㈪
ナイスアリーナ：19日㈫

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
映画上映会　10時20分～正午　入場料あり　㋕
第17回新美会絵画展
　　9時半～17時半（19日は13時から、22日は15時まで）　㋕

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

和響豊其之四 カダーレ秋田民謡祭　14時～（開場13時）入場料あり　㋕

休館日　㋐　◯総

休館日　㋕

〇６月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院　※6月3日㈮入れ替え
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　※6月10日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所  【東由利】佐藤病院老方診療所　※入れ替え日未定
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。 

出演：つくしんぼ

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：お話グループにじ

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

作者は子どもから大人まで！「世界に一つだけの絵本」を展示します。

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

第42回手づくり絵本展巡回展示

おはなしでてこい

おはなし劇場

大人のための絵本タイム

えほんでこんにちは

ヨミキカセ・ワールドワイド

民話紙芝居

おはなしのへや

岩城

由利

中央

中央

中央

中央

由利

出羽

5日㈰

11日㈯

16日㈭

18日㈯

25日㈯

開館時間（休館日除く）

10時半～11時

10時半～11時

18時半～19時10分

10時半～11時

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時

8日㈬
～21日㈫

中央＝中央図書館、岩城＝岩城図書館、由利＝由利図書館、出羽＝出羽伝承館

○今月の移動図書館
中央図書館

岩城図書館

由利図書館
出羽伝承館

14日㈫、28日㈫、30日㈭
1日㈬～6日㈪（空調設備工事、蔵書点検のため）、
13日㈪、20日㈪、27日㈪    
なし    
6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪    

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

おとなの社会科１時間目
世界遺産「縄文遺跡群」について
昨年世界遺産として登録された「縄文遺跡群」
について学びます。要申し込み。
日時　６月17日㈮ 14時～15時半
会場　カダーレ３階　自然科学学習室２
講師　秋田県文化財保護室職員
定員　16人（先着順）  
申し込み　６月３日㈮９時から、中央図書館

第５回「由利本荘市図書館を使った調べる学習コンクール」
関連講座「子どもと一緒に調べ学習を楽しもう！」
「図書館を使った調べる学習コンクール」推進に
実績のある講師により、お子さんの「調べ学習」
へのアドバイスやサポート方法、作品のまとめ方
などを学びます。要申し込み。
日時　７月３日㈰　10時～正午
会場　カダーレ２階　会議室１＋２
講師　中村伸子さん（白百合女子大学非常勤職員、袖ケ浦市教育委員ほか）
対象　小学１年生～中学３年生の保護者
定員　20人（先着順）
申し込み　６月27日㈪まで、中央図書館

■とまり木に参加しませんか

◇日時…６月８日㈬　13時半～15時半

※遅刻早退かまいません　◇会場…鶴

舞会館和室　◇対象…ひきこもりなど、

人間関係で足踏みしている方

問…三浦さん　☎２３－２１９２、市

福祉支援課　☎２４－６３１５

■まんましゃべるべ（まんまの会）

　親子、祖父母、小中学生の保護者、

妊娠中の方など、０歳～高齢者まで老

若男女全世代の方の参加をお待ちして

います。ゲームや物作りをしたり、

楽しくおしゃべりをしたり、読み聞か

せや紙芝居、手遊びも楽しめます。

◇日時…６月８日㈬、７月13日㈬　９

時～正午　◇会場…カダーレ和室　◇

会費…100円（年会費として）

問…まんまの会(子育てサポートグ

ループまんま)　代表　東海林さん　

☎２２－１７０５　

■子吉川・海岸クリーンアップ

プラスチックなどの漂着ごみを回収

し、マイクロプラスチックの問題につ

いて考えてみませんか。小雨決行。

◇日時…６月11日㈯　９時半～11時半

◇集合場所…菅原病院駐車場（子吉川

河口右岸堤防沿い）　◇持ち物…軍手、

マスク

問…あきたエコマイスター県央協議会

（由利班）齋藤さん　☎０８０－５５

６８－２７５６

■６月男女共同参画推進月間

こころつなぐ支援の輪

「青い鳥プロジェクト」

～子ども・若者支援～

◇日時…６月12日㈰　10時～正午　◇

会場…カダーレ２階男女共同参画推進

活動室

 【寄付つきパステルアート講座】

２人１組のペアでうちわを２枚制作し

ます。

◇参加費…２人で1500円(うち500円を

支援団体などへ寄付)
【生理用品の無償配布】(～12時半まで)

本市・にかほ市在住でお困りの方が

対象です。

【フードドライブ回収箱の設置】　

◇食料品の条件…①要冷蔵などの生も

の以外　②市販品で未開封 ③賞味期

限が1カ月以上残っている

問…三浦さん　☎０９０－７６６７

－９２６０　【フードドライブについ

て】吉田さん　☎０９０－８７８０－

２１１５

■不登校対応講座

　お子さんの不登校や昼夜逆転生活に

お悩みの方を対象にした講座です。

◇日時…６月12日㈰　13時半～15時　

◇会場…カダーレ会議室１　◇参加費

…500円（資料、茶菓子代）　◇定員…

12人

申し込み…ＮＰＯ法人グレープネッ

ト・ゆり　佐々木さん　☎０８０－４

７５６－３９４９

■絵手紙展示と無料体験教室

　期間中、無料体験は随時受け付けて

います。お気軽にご参加ください。

◇日時…６月17日㈮～18日㈯　10時～

15時　◇会場…カダーレギャラリー３

問 …(一社)日本絵手紙協会公認講師　

佐藤さん　☎３６－３４４７

■ままちょこイベントのお知らせ

ワークショップ「あきた味噌つくり」

　ヤマキチ味噌醤油醸造元から講師を

招き、初心者でもわかりやすいみその

作り方を学びます。子どもと一緒でも

大人ひとりでも参加できます。

◇日時…６月６日㈪　10時～正午　◇

会場…カダーレギャラリー１　◇参加

費…千円　◇持ち物…エプロン、お手

ふき、麺棒、持ち帰り容器　◇申込期

限…６月２日㈭17時

６月ままちょこおしゃべりカフェ

　小さなこどもを持つ親同士が知り合

い、おしゃべりや情報交換ができる空

間です。子ども服のおさがりコーナー

や絵本の読み聞かせもあります。

◇日時…６月20日㈪　10時～正午　◇

会場…カダーレ和室　◇参加費… 100

円　◇持ち物…マグカップ　◇申込期

限…６月16日㈭17時

申込方法…参加する親子の氏名(ふり

がな)・生年月日・電話番号を申込期

限までに右のままちょこ

ＬＩＮＥアカウントから

お申し込みください。

み　  そ

　 消費者ホットライン１８８ （局番なし）

は、 お近くの消費者生活センターなど

の消費生活相談窓口をご案内すること

で、 消費生活相談の最初の一歩をお

手伝いするものです。

　「悪質商法などによる被害にあった」

「ある製品を使ってけがをしてしまっ

た」 「お試し購入のはずが定期購入契

約になっていた」 などの消費者トラブ

ルで困っていませんか？

　そんなときは一人で悩まずに、 ３桁

の電話番号でつながる消費者ホットラ

イン 「１８８ （いやや！）」 にご相談く

ださい。

消費者ホットライン１８８とは？

問い合わせ
　市役所消費生活センター
　☎２４－６２５１
　消費者ホットライン
　☎１８８（いやや）

６月男女共同参画推進月間

…６月12日㈰　10時～正午　◇

第32回春季盆栽展示会（～５日）
　　　　　  ９時～17時（３日は正午から、５日は16時まで）　㋕
児水会小品展（～６日）   10時～18時（３日は正午から、６日は17時まで） ㋕

休館日　㋐　◯総

休館日　㋕

健康長寿のびのび測定会　10時半～／14時～　㋕

行
事
予
定

月
の

７

消費者庁 消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター イヤヤン
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※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

申  問　中央図書館　
　　　  ☎２２－４９００

※図書館・図書室にご来館の際は必ずマスクを着用いただき、
　入り口で手指の消毒をお願いします。

6月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

休館日　㋐

地域支援講座（人と人のつながりを考える）　13時～15時　㋕

由利耕心大学講座　10時　㋛

おとなの社会科１時間目　14時～15時半　㋕
365日の絵手紙展示と無料体験教室　10時～15時　㋕

カダーレダンスフェスティバル2022ダンスワークショップ
　　　　　　　　13時～／15時～／17時～　参加料あり　㋕
カダーレダンスフェスティバル2022ストリートダンスコンテスト
　　　　　　 　  13時半～（開場12時45分）　入場料あり　㋕

休館日　㋐　㋤　

休館日　㋛

【７月の休館日】　
カダーレ：12日㈫、26日㈫
アクアパル：４日㈪、11日㈪、19日㈫、25日㈪
総合体育館：11日㈪、25日㈪
ナイスアリーナ：19日㈫

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
映画上映会　10時20分～正午　入場料あり　㋕
第17回新美会絵画展
　　9時半～17時半（19日は13時から、22日は15時まで）　㋕

1 水

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

和響豊其之四 カダーレ秋田民謡祭　14時～（開場13時）入場料あり　㋕

休館日　㋐　◯総

休館日　㋕

〇６月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院　※6月3日㈮入れ替え
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所　※6月10日㈮入れ替え
【鳥海】笹子出張所  【東由利】佐藤病院老方診療所　※入れ替え日未定
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。 

出演：つくしんぼ

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：お話グループにじ

出演：ゆりかごの会

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

作者は子どもから大人まで！「世界に一つだけの絵本」を展示します。

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

第42回手づくり絵本展巡回展示

おはなしでてこい

おはなし劇場

大人のための絵本タイム

えほんでこんにちは

ヨミキカセ・ワールドワイド

民話紙芝居

おはなしのへや

岩城

由利

中央

中央

中央

中央

由利

出羽

5日㈰

11日㈯

16日㈭

18日㈯

25日㈯

開館時間（休館日除く）

10時半～11時

10時半～11時

18時半～19時10分

10時半～11時

10時半～11時半

10時半～11時半

10時半～11時

8日㈬
～21日㈫

中央＝中央図書館、岩城＝岩城図書館、由利＝由利図書館、出羽＝出羽伝承館

○今月の移動図書館
中央図書館

岩城図書館

由利図書館
出羽伝承館

14日㈫、28日㈫、30日㈭
1日㈬～6日㈪（空調設備工事、蔵書点検のため）、
13日㈪、20日㈪、27日㈪    
なし    
6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪    

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

おとなの社会科１時間目
世界遺産「縄文遺跡群」について
昨年世界遺産として登録された「縄文遺跡群」
について学びます。要申し込み。
日時　６月17日㈮ 14時～15時半
会場　カダーレ３階　自然科学学習室２
講師　秋田県文化財保護室職員
定員　16人（先着順）  
申し込み　６月３日㈮９時から、中央図書館

第５回「由利本荘市図書館を使った調べる学習コンクール」
関連講座「子どもと一緒に調べ学習を楽しもう！」
「図書館を使った調べる学習コンクール」推進に
実績のある講師により、お子さんの「調べ学習」
へのアドバイスやサポート方法、作品のまとめ方
などを学びます。要申し込み。
日時　７月３日㈰　10時～正午
会場　カダーレ２階　会議室１＋２
講師　中村伸子さん（白百合女子大学非常勤職員、袖ケ浦市教育委員ほか）
対象　小学１年生～中学３年生の保護者
定員　20人（先着順）
申し込み　６月27日㈪まで、中央図書館

■とまり木に参加しませんか
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６８－２７５６

■６月男女共同参画推進月間

こころつなぐ支援の輪
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本市・にかほ市在住でお困りの方が

対象です。

【フードドライブ回収箱の設置】　

◇食料品の条件…①要冷蔵などの生も

の以外　②市販品で未開封 ③賞味期
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－９２６０　【フードドライブについ

て】吉田さん　☎０９０－８７８０－

２１１５
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７５６－３９４９

■絵手紙展示と無料体験教室

　期間中、無料体験は随時受け付けて

います。お気軽にご参加ください。

◇日時…６月17日㈮～18日㈯　10時～
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■ままちょこイベントのお知らせ

ワークショップ「あきた味噌つくり」

　ヤマキチ味噌醤油醸造元から講師を

招き、初心者でもわかりやすいみその

作り方を学びます。子どもと一緒でも

大人ひとりでも参加できます。

◇日時…６月６日㈪　10時～正午　◇

会場…カダーレギャラリー１　◇参加

費…千円　◇持ち物…エプロン、お手

ふき、麺棒、持ち帰り容器　◇申込期

限…６月２日㈭17時

６月ままちょこおしゃべりカフェ

　小さなこどもを持つ親同士が知り合

い、おしゃべりや情報交換ができる空

間です。子ども服のおさがりコーナー

や絵本の読み聞かせもあります。

◇日時…６月20日㈪　10時～正午　◇

会場…カダーレ和室　◇参加費… 100

円　◇持ち物…マグカップ　◇申込期

限…６月16日㈭17時

申込方法…参加する親子の氏名(ふり

がな)・生年月日・電話番号を申込期

限までに右のままちょこ

ＬＩＮＥアカウントから

お申し込みください。

み　  そ

　 消費者ホットライン１８８ （局番なし）

は、 お近くの消費者生活センターなど

の消費生活相談窓口をご案内すること

で、 消費生活相談の最初の一歩をお

手伝いするものです。

　「悪質商法などによる被害にあった」

「ある製品を使ってけがをしてしまっ

た」 「お試し購入のはずが定期購入契

約になっていた」 などの消費者トラブ

ルで困っていませんか？

　そんなときは一人で悩まずに、 ３桁

の電話番号でつながる消費者ホットラ

イン 「１８８ （いやや！）」 にご相談く

ださい。

消費者ホットライン１８８とは？

問い合わせ
　市役所消費生活センター
　☎２４－６２５１
　消費者ホットライン
　☎１８８（いやや）

第32回春季盆栽展示会（～５日）
　　　　　  ９時～17時（３日は正午から、５日は16時まで）　㋕
児水会小品展（～６日）   10時～18時（３日は正午から、６日は17時まで） ㋕

休館日　㋐　◯総

休館日　㋕

健康長寿のびのび測定会　10時半～／14時～　㋕

行行行
事
予予
定

月
の
月月
７

消費者庁 消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター イヤヤン
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◆6月に放送する企画番組をご紹介します・・・・・・・

ゆりほんテレビでは平日 18：30 ～「ゆりほんタイム」（初回）を放送中です。

番組の放送日時、内容、タイトルなどは
変更する場合があります。

5 月 31日㈫～ 6月 6日㈪の番組

6月 7日㈫～ 13日㈪の番組

6月 14日㈫～ 20日㈪の番組

6月 21日㈫～ 27日㈪の番組

今月のお知らせ

木らとあそぼう 5月総集編
鳥海山木のおもちゃ美術館で
自由に遊ぶことができるおす
すめのおもちゃを、佐藤副館
長が紹介します。

熊本県の天草ケーブルネット
ワーク（ACN）が初の旅バラエ
ティーに挑戦！

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～ ○放送時間  11:00 ～、21:30 ～
（C）ACN

爆旅道中記#037
ぼく

Yurihonjo city public Relations. 202223

6 月 28日㈫～ 7月 4日㈪の番組

speak easy＜6月＞

市文化交流館カダーレから、
館内のイベントや市内の情
報をバラエティータッチでお
送りします。

○放送時間 11:00 ～、21:30 ～

明るい未来へカムカムエヴリバディ
～高梁市津川町の偉人・平川唯一～

ラジオ英会話番組で、戦後
復興期の日本に娯楽と夢を
与えた岡山県高梁市津川町
出身の故・平川唯一氏の偉
業や生きざまを紹介します。

制作：㈱吉備ケーブルテレビ 

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

信越トライウオーク

長野県・新潟県のケーブルテ
レビ局＆チャンネル700の共
同制作でお送りします。

○放送時間 11:00 ～、21:30 ～

……インターネットの脱退に関する手続きについて……
インターネットの脱退は電話では受け付けしていません。インターネット脱退届の提出が必要です。
（1）インターネット脱退届は、ゆりほんテレビ公式ホームページの申請書ダウンロードより取得し、下記
　　メール宛てで提出できるほか、同ページなどのリンクから電子申請でも提出いただけます。
（2）窓口での手続きを希望される方は、下記問い合わせ先までお越しください。
（3）インターネット脱退届に記入された「脱退希望日」以降に機器撤去に伺います。
（4）インターネット脱退に伴う撤去費用は発生しません。

〈問い合わせ先〉

私立釣竿学園 爆釣クラブ 2019シーズン
　　　　　　　　　  ＃6「アマダイ」  

秋田県を舞台にした釣り番組
の2019シーズンをお送りしま
す。佐々木康多がクラブの先輩
であるエビちゃんとともに、海
に川に大暴れ！

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

制作：秋田ケーブルテレビ

五月特別公演「鬼剣舞と獅子舞番楽」
５月３日に由利本荘市民俗芸能伝承館まいーれで開催された特別公演。
岩手県北上市の滑田鬼剣舞と鳥海地域の本海獅子舞番楽平根講中が出
演した公演の模様を２回に分けてお送りします。

○放送時間　【その一】9:00～、20:00～　【その二】11:00～、21:30～

コロナに負けるな！歌謡舞踊応援隊Ⅱ 総集編

新型コロナウイルスの影響により、民謡などの発表機会が失われてい
ることから企画・開催されたイベントです。8 人の歌い手が出演し披露
した民謡全16曲を2回に分けてお送りします。

○放送時間　【総集編①】  9:00～、20:00～
　　　　　　【総集編②】11:00～、21:30～

制作：カダーレボランティア班

　フェージング現象は、風のない穏やかな日に、ＴＵＹなど
の電波が受信できなくなり、一時的に放送が途切れる現象
です。
これは気象条件によるもので、技術的に解消できるもので
はありません。ご不便をおかけしますが、皆さまのご理解を
お願いします。

風のない日はＴＢＳ系列・テレビユー山形の放送が一時的に
途切れる場合があります。

さつき

ケーブルテレビにご加入いただくとテレビユー山形（TBS系列）もご視聴いただけます。
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市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

～これからも元気で
　　お過ごしください～

おめでとうございます
満100歳

ちょっとひといき・・・

◆
シ
イ
タ
ケ
と
ナ
メ
コ
の
種
駒
を
ほ
だ
木
に
打
ち
込
む

植
菌
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。大
型
連
休
を
利
用
し
て

千
葉
か
ら
本
市
へ
遊
び
に
来
て
い
た
参
加
者
か
ら
話
を

聞
く
と「
由
利
本
荘
市
は
首
都
圏
か
ら
の
交
通
の
便
が

悪
く
、自
然
が
豊
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
鳥
海
山
を
含

め
て
首
都
圏
へ
の
情
報
発
信
が
少
な
い
。特
に
東
北
の

山
菜
が
千
葉
の
ス
ー
パ
ー
に
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
て
も
、

調
理
方
法
が
分
か
ら
な
い
の
で
山
菜
ご
と
の
レ
シ
ピ
が

あ
れ
ば
う
れ
し
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。今
回
の
体
験
を

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
の
参
考
に
し
た
い
と
も
言
っ
て

い
ま
し
た
し
、レ
シ
ピ
も
情
報
発
信
で
き
れ
ば
売
り
上

げ
も
伸
び
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

(

加
川
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域)

　
　ッ
キ
リ
し
た
気
候
か
ら
ジ
メ

　
　ジ
メ
な
気
候
と
な
り
、
食
材

な
ど
が
傷
み
や
す
い
季
節
。
頂
き

物
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
３
㌔
も
あ

る
の
で
、
早
め
に
食
べ
き
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　（一
輝
）

　
　ラ
に
も
な
く
、
最
近
読
書
を

　
　始
め
ま
し
た
。
初
め
て
利
用

し
た
中
央
図
書
館
は
静
か
で
い
い

場
所
。
高
い
位
置
に
あ
る
本
を

楽
々
手
に
取
る
人
が
い
た
ら
、
た

ぶ
ん
私
で
す
。
　
　
　（タ
ワ
ー
）

　
　い
年
の
話
を
す
る
と
鬼
が
笑

　
　う
と
言
い
ま
す
が
、
気
が
付

け
ば
こ
と
し
も
折
り
返
し
目
前
。

先
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
希
望
は
積
極
的
に
発
言
し

て
い
き
た
い
で
す
。
　
　
　
　☆

　
　イ
コ
ー
麺
を
食
べ
に
秋
田
市

　
　の

店
へ
。と
て
も
お
い
し

く
て
満
足
し
ま
し
た
が
、
大
き
な

唐
揚
げ
に
よ
る
胃
も
た
れ
が
ひ
ど

く
、
も
う
若
く
な
い
の
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。
　
　
　
　（Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　マ
ホ
で
自
分
の
口
座
残
高
を

　
　簡
単
に
確
認
で
き
る
便
利
な

時
代
。
阿
武
町
の
誤
送
金
問
題
以

降
、
残
高
確
認
の
た
び
に
「
も
し

も
大
金
が
!?
」
と
過
剰
な
妄
想
を

し
て
い
ま
す　
　
　
　
　
（
一
男
）

　
　イ
ス
が
お
い
し
い
季
節
に
。

　
　沿
道
の
パ
ラ
ソ
ル
に
誘
わ
れ

立
ち
寄
る
と
、
見
事
な
ヘ
ラ
さ
ば

き
で
バ
ラ
盛
り
が
完
成
。
シ
ャ
リ

シ
ャ
リ
食
感
が
た
ま
ら
な
い
秋
田

の
風
物
詩
で
す　
　
　
　
　
（
紀
）

ア ス パ ラ ガ ス

黒木　羽留ちゃん（優太さん）石脇

太田　　柑ちゃん（圭介さん）八幡下

斉藤　綾聖ちゃん（ 柊 さん）三条

佐藤　史菜ちゃん（大芽さん）万願寺

佐藤　虎河ちゃん（祐也さん）中竪町

　藤　紅愛ちゃん（ 翔 さん）東梵天

<４月26日～５月15日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

池田　茉白ちゃん（裕也さん）石脇

　藤　　協ちゃん（真也さん）東梵天

髙橋　桜羽ちゃん（広太さん）一番堰

原田　琉生ちゃん（和弥さん）石脇

工藤　英二ちゃん（智也さん）土谷

三浦瑚太郎ちゃん（なつきさん）桶屋町

本間　文菜ちゃん（裕也さん）大鍬町

佐藤　汰紀ちゃん（克俊さん）東鮎川

庄司　　碧ちゃん（慎弥さん）飯沢

幸島　永真ちゃん（真也さん）曲沢

<４月26日～５月15日受け付け分>

遠藤　芳武さん（旧大内町功労者・中帳）

　　 はる

　　　 かん

 　 あやせ

 　 ふみな

　  こうが

　　くれあ

　　ましろ

　 　 きょう

　　おとは

 　　るき

　　えいじ

 こたろう

　　あやな

　　 たき

　　　あおい

　　 えま

（薬師堂 ・ 90歳）

（観音町 ・ 86歳）

（館前 ・ 77歳）

（内越 ・ 82歳）

（石脇 ・ 91歳）

（北ノ股 ・ 92歳）

（南ノ股 ・ 90歳）

（谷地町 ・ 90歳）

（赤沼下道 ・ 74歳）

（万願寺 ・ 96歳）

（川口 ・ 93歳）

（柳生 ・ 84歳）

佐藤　重男さん

荘司　信子さん

畠山　静男さん

齊藤ナミ子さん

豊島　幸子さん

鈴木　榮子さん

阿部チヨミさん

小野　和子さん

齋藤　実さん

斉藤テツヱさん

髙橋チヨヱさん

小松トシ子さん

（松ヶ崎 ・ 63歳）

（石脇 ・ 80歳）

（荒町 ・ 98歳）

（小人町 ・ 94歳）

（薬師堂 ・ 88歳）

（東梵天 ・ 73歳）

（薬師堂 ・ 74歳）

（石脇 ・ 77歳）

（石脇 ・ 81歳）

（赤沼下 ・ 81歳）

（小人町 ・ 94歳）

（内黒瀬 ・ 92歳）

間杉　次男さん

渋谷　　博さん

工藤カネヱさん

佐々木キエさん

佐藤チヱ子さん

加藤　　子さん

松田　覺一さん

石川　ユキさん

小川　吉雄さん

梶原　時子さん

打矢　金三さん

原田ミサヲさん

（上野 ・ 101歳）

（石脇 ・ 71歳）

（矢島町城内 ・ 96歳）

（矢島町城内 ・ 79歳）

（矢島町七日町 ・ 87歳）

（矢島町元町 ・ 69歳）

（矢島町荒沢 ・ 90歳）

（矢島町川辺 ・ 93歳）

（岩城勝手 ・ 91歳）

(岩城亀田亀田町 ・ 86歳)

（岩城内道川 ・ 96歳）

（岩城二古 ・ 70歳）

（川西 ・ 63歳）

（川西 ・ 96歳）

（新沢 ・ 96歳）

（中田代 ・ 79歳）

小松アサヱさん

佐々木修一さん

金子　スヱさん

佐藤　昭治さん

村上　二郎さん

佐藤　進一さん

佐藤　貞雄さん

佐藤　岩三さん

出島ヒサ子さん

児玉　了正さん

伊藤　サキさん

佐藤　勉さん

木村　幸弘さん

伊東トキミさん

佐々木秀一さん

伊藤　悦子さん

（中帳 ・ 70歳）

（新沢 ・ 98歳）

（岩野目沢 ・ 86歳）

（岩谷町 ・ 86歳）

（東由利黒渕 ・ 77歳）

（東由利宿 ・ 78歳）

（東由利蔵 ・ 92歳）

（東由利老方 ・ 84歳）

（西目町海士剝 ・ 94歳）

（西目町海士剝 ・ 71歳）

（鳥海町上川内 ・ 79歳）

（鳥海町上川内 ・ 83歳）

（鳥海町上笹子 ・ 93歳）

（鳥海町上川内 ・ 97歳）

（鳥海町上笹子 ・ 85歳）

工藤　芳典さん

大竹喜太郎さん

菊地　節男さん

吉田　竹子さん

髙橋　長一さん

阿部　善和さん

佐藤ノリ子さん

小松　栄子さん

佐々木ハルヨさん

佐々木年光さん

佐藤　一榮さん

松田　令子さん

佐々木スズヱさん

佐藤　末造さん

佐藤　靜子さん

おたより
お待ちして
います

池田　喜代子さん

（大正11年５月５日生まれ・石脇）

クイズの答え
Q１→２　Q２→１

たくさんの応募、
ありがとうございました。

「おいしいなつキッチン」から

「初回相談無料券」を２人にプレゼント！

広報クイズ

５

長谷山美千子さん（東由利地域）
工藤　　長子さん（鳥海地域）

　平成30年６月13日に民法の一部を改正する法律が成立し、令和

４年４月１日から民法の定める成年年齢が18歳に引き下げられま

した。昨年度まで実施していた本市の成人式は、式典名称を「二

十歳（はたち）を祝う会」と改め、当該年度に20歳を迎える方を

対象として実施します。開催時期は成人

の日（１月の第２月曜日）の前日を予定

しています。

◆式典名称　由利本荘市二十歳を祝う会

◆開催日　　令和５年１月８日㈰

◆会　場　　カダーレ

◆対象者　　平成14(2002)年４月２日～

　　　　　　平成15(2003)年４月１日生まれの方

※開催時間や具体的な内容などについては、決まり次第本紙や市

　ホームページなどでお知らせします。

問　生涯学習課　☎３２―１３３２

昨年度まで実施していた成人式は
「二十歳を祝う会」として開催します

齋藤　千博さん

（大正11年５月16日生まれ・鶴沼）

佐藤　スギヱさん

（大正11年５月21日生まれ・

岩城亀田最上町）

令和元年度成人式の様子

（カダーレ）

５月８日永眠されました。昭和32年から平成14年まで旧大

内村・大内町の消防団員を務め、この間、平成９年から４年

間は副団長を、平成13年から２年間は団長を歴任。消防機

械設備の近代化や若手団員の育成、防災意識の啓発などに

尽力し、住民の安全と安心のまちづくりに貢献されました。

平成元年大内町自治功労、平成16年瑞宝単光章。84歳。
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市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

～これからも元気で
　　お過ごしください～

おめでとうございます
満100歳

ちょっとひといき・・・

◆
シ
イ
タ
ケ
と
ナ
メ
コ
の
種
駒
を
ほ
だ
木
に
打
ち
込
む

植
菌
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。大
型
連
休
を
利
用
し
て

千
葉
か
ら
本
市
へ
遊
び
に
来
て
い
た
参
加
者
か
ら
話
を

聞
く
と「
由
利
本
荘
市
は
首
都
圏
か
ら
の
交
通
の
便
が

悪
く
、自
然
が
豊
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
鳥
海
山
を
含

め
て
首
都
圏
へ
の
情
報
発
信
が
少
な
い
。特
に
東
北
の

山
菜
が
千
葉
の
ス
ー
パ
ー
に
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
て
も
、

調
理
方
法
が
分
か
ら
な
い
の
で
山
菜
ご
と
の
レ
シ
ピ
が

あ
れ
ば
う
れ
し
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。今
回
の
体
験
を

ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
の
参
考
に
し
た
い
と
も
言
っ
て

い
ま
し
た
し
、レ
シ
ピ
も
情
報
発
信
で
き
れ
ば
売
り
上

げ
も
伸
び
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

(

加
川
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域)

　
　ッ
キ
リ
し
た
気
候
か
ら
ジ
メ

　
　ジ
メ
な
気
候
と
な
り
、
食
材

な
ど
が
傷
み
や
す
い
季
節
。
頂
き

物
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
３
㌔
も
あ

る
の
で
、
早
め
に
食
べ
き
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　（一
輝
）

　
　ラ
に
も
な
く
、
最
近
読
書
を

　
　始
め
ま
し
た
。
初
め
て
利
用

し
た
中
央
図
書
館
は
静
か
で
い
い

場
所
。
高
い
位
置
に
あ
る
本
を

楽
々
手
に
取
る
人
が
い
た
ら
、
た

ぶ
ん
私
で
す
。
　
　
　（タ
ワ
ー
）

　
　い
年
の
話
を
す
る
と
鬼
が
笑

　
　う
と
言
い
ま
す
が
、
気
が
付

け
ば
こ
と
し
も
折
り
返
し
目
前
。

先
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
希
望
は
積
極
的
に
発
言
し

て
い
き
た
い
で
す
。
　
　
　
　☆

　
　イ
コ
ー
麺
を
食
べ
に
秋
田
市

　
　の

店
へ
。と
て
も
お
い
し

く
て
満
足
し
ま
し
た
が
、
大
き
な

唐
揚
げ
に
よ
る
胃
も
た
れ
が
ひ
ど

く
、
も
う
若
く
な
い
の
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。
　
　
　
　（Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　マ
ホ
で
自
分
の
口
座
残
高
を

　
　簡
単
に
確
認
で
き
る
便
利
な

時
代
。
阿
武
町
の
誤
送
金
問
題
以

降
、
残
高
確
認
の
た
び
に
「
も
し

も
大
金
が
!?
」
と
過
剰
な
妄
想
を

し
て
い
ま
す　
　
　
　
　
（
一
男
）

　
　イ
ス
が
お
い
し
い
季
節
に
。

　
　沿
道
の
パ
ラ
ソ
ル
に
誘
わ
れ

立
ち
寄
る
と
、
見
事
な
ヘ
ラ
さ
ば

き
で
バ
ラ
盛
り
が
完
成
。
シ
ャ
リ

シ
ャ
リ
食
感
が
た
ま
ら
な
い
秋
田

の
風
物
詩
で
す　
　
　
　
　
（
紀
）

ア ス パ ラ ガ ス

黒木　羽留ちゃん（優太さん）石脇

太田　　柑ちゃん（圭介さん）八幡下

斉藤　綾聖ちゃん（ 柊 さん）三条

佐藤　史菜ちゃん（大芽さん）万願寺

佐藤　虎河ちゃん（祐也さん）中竪町

　藤　紅愛ちゃん（ 翔 さん）東梵天

<４月26日～５月15日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

池田　茉白ちゃん（裕也さん）石脇

　藤　　協ちゃん（真也さん）東梵天

髙橋　桜羽ちゃん（広太さん）一番堰

原田　琉生ちゃん（和弥さん）石脇

工藤　英二ちゃん（智也さん）土谷

三浦瑚太郎ちゃん（なつきさん）桶屋町

本間　文菜ちゃん（裕也さん）大鍬町

佐藤　汰紀ちゃん（克俊さん）東鮎川

庄司　　碧ちゃん（慎弥さん）飯沢

幸島　永真ちゃん（真也さん）曲沢

<４月26日～５月15日受け付け分>

遠藤　芳武さん（旧大内町功労者・中帳）

　　 はる

　　　 かん

 　 あやせ

 　 ふみな

　  こうが

　　くれあ

　　ましろ

　 　 きょう

　　おとは

 　　るき

　　えいじ

 こたろう

　　あやな

　　 たき

　　　あおい

　　 えま

（薬師堂 ・ 90歳）

（観音町 ・ 86歳）

（館前 ・ 77歳）

（内越 ・ 82歳）

（石脇 ・ 91歳）

（北ノ股 ・ 92歳）

（南ノ股 ・ 90歳）

（谷地町 ・ 90歳）

（赤沼下道 ・ 74歳）

（万願寺 ・ 96歳）

（川口 ・ 93歳）

（柳生 ・ 84歳）

佐藤　重男さん

荘司　信子さん

畠山　静男さん

齊藤ナミ子さん

豊島　幸子さん

鈴木　榮子さん

阿部チヨミさん

小野　和子さん

齋藤　実さん

斉藤テツヱさん

髙橋チヨヱさん

小松トシ子さん

（松ヶ崎 ・ 63歳）

（石脇 ・ 80歳）

（荒町 ・ 98歳）

（小人町 ・ 94歳）

（薬師堂 ・ 88歳）

（東梵天 ・ 73歳）

（薬師堂 ・ 74歳）

（石脇 ・ 77歳）

（石脇 ・ 81歳）

（赤沼下 ・ 81歳）

（小人町 ・ 94歳）

（内黒瀬 ・ 92歳）

間杉　次男さん

渋谷　　博さん

工藤カネヱさん

佐々木キエさん

佐藤チヱ子さん

加藤　　子さん

松田　覺一さん

石川　ユキさん

小川　吉雄さん

梶原　時子さん

打矢　金三さん

原田ミサヲさん

（上野 ・ 101歳）

（石脇 ・ 71歳）

（矢島町城内 ・ 96歳）

（矢島町城内 ・ 79歳）

（矢島町七日町 ・ 87歳）

（矢島町元町 ・ 69歳）

（矢島町荒沢 ・ 90歳）

（矢島町川辺 ・ 93歳）

（岩城勝手 ・ 91歳）

(岩城亀田亀田町 ・ 86歳)

（岩城内道川 ・ 96歳）

（岩城二古 ・ 70歳）

（川西 ・ 63歳）

（川西 ・ 96歳）

（新沢 ・ 96歳）

（中田代 ・ 79歳）

小松アサヱさん

佐々木修一さん

金子　スヱさん

佐藤　昭治さん

村上　二郎さん

佐藤　進一さん

佐藤　貞雄さん

佐藤　岩三さん

出島ヒサ子さん

児玉　了正さん

伊藤　サキさん

佐藤　勉さん

木村　幸弘さん

伊東トキミさん

佐々木秀一さん

伊藤　悦子さん

（中帳 ・ 70歳）

（新沢 ・ 98歳）

（岩野目沢 ・ 86歳）

（岩谷町 ・ 86歳）

（東由利黒渕 ・ 77歳）

（東由利宿 ・ 78歳）

（東由利蔵 ・ 92歳）

（東由利老方 ・ 84歳）

（西目町海士剝 ・ 94歳）

（西目町海士剝 ・ 71歳）

（鳥海町上川内 ・ 79歳）

（鳥海町上川内 ・ 83歳）

（鳥海町上笹子 ・ 93歳）

（鳥海町上川内 ・ 97歳）

（鳥海町上笹子 ・ 85歳）

工藤　芳典さん

大竹喜太郎さん

菊地　節男さん

吉田　竹子さん

髙橋　長一さん

阿部　善和さん

佐藤ノリ子さん

小松　栄子さん

佐々木ハルヨさん

佐々木年光さん

佐藤　一榮さん

松田　令子さん

佐々木スズヱさん

佐藤　末造さん

佐藤　靜子さん

おたより
お待ちして
います

池田　喜代子さん

（大正11年５月５日生まれ・石脇）

クイズの答え
Q１→２　Q２→１

たくさんの応募、
ありがとうございました。

「おいしいなつキッチン」から

「初回相談無料券」を２人にプレゼント！

広報クイズ

５

長谷山美千子さん（東由利地域）
工藤　　長子さん（鳥海地域）

　平成30年６月13日に民法の一部を改正する法律が成立し、令和

４年４月１日から民法の定める成年年齢が18歳に引き下げられま

した。昨年度まで実施していた本市の成人式は、式典名称を「二

十歳（はたち）を祝う会」と改め、当該年度に20歳を迎える方を

対象として実施します。開催時期は成人

の日（１月の第２月曜日）の前日を予定

しています。

◆式典名称　由利本荘市二十歳を祝う会

◆開催日　　令和５年１月８日㈰

◆会　場　　カダーレ

◆対象者　　平成14(2002)年４月２日～

　　　　　　平成15(2003)年４月１日生まれの方

※開催時間や具体的な内容などについては、決まり次第本紙や市

　ホームページなどでお知らせします。

問　生涯学習課　☎３２―１３３２

昨年度まで実施していた成人式は
「二十歳を祝う会」として開催します

齋藤　千博さん

（大正11年５月16日生まれ・鶴沼）

佐藤　スギヱさん

（大正11年５月21日生まれ・

岩城亀田最上町）

令和元年度成人式の様子

（カダーレ）

５月８日永眠されました。昭和32年から平成14年まで旧大

内村・大内町の消防団員を務め、この間、平成９年から４年

間は副団長を、平成13年から２年間は団長を歴任。消防機

械設備の近代化や若手団員の育成、防災意識の啓発などに

尽力し、住民の安全と安心のまちづくりに貢献されました。

平成元年大内町自治功労、平成16年瑞宝単光章。84歳。
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この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は1部あたり約49.8円です。
印刷／株式会社本間印刷所

で
仕
上
が
り

が
変
わ
り
や

す
い
の
で
、

そ
の
都
度
細

か
く
調
整
し

て
い
る
。
お

す
す
め
は
、
個
性
の
違
う
２
つ

の
仕
入
れ
先
の
豆
を
ブ
レ
ン
ド

し
た
「
結
ブ
レ
ン
ド
」
。
冷
め

て
も
お
い
し
い
爽
や
か
な
酸
味

と
コ
ク
が
特
徴
。

■
よ
ろ
こ
び

　
お
客
さ
ま
が
お
い
し
か
っ
た

か
ら
と
周
囲
に
す
す
め
た
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
た

と
き
。
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て

い
く
雰
囲
気
が
う
れ
し
い
し
楽

し
い
。
口
コ
ミ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
力

を
す
ご
く
感
じ
て
い
る
。

■
こ
れ
か
ら

　
お
客
さ
ま
か
ら
も
要
望
の
多

い
コ
ー
ヒ
ー
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

を
計
画
中
。
ま
た
母
の
日
ギ
フ

ト
に
地
域
の
お
店
と
コ
ラ
ボ
し

た
商
品
を
作
っ
た
と
こ
ろ
好
評

だ
っ
た
の
で
、
父
の
日
ギ
フ
ト

も
発
売
予
定
。
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
声
を
聞
き
な
が
ら
、
お
い

し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
届
け
る
こ
と

で
お
客
さ
ま
に
笑
顔
に
な
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。

を
受
講
し
た
こ
と
で
起
業
を
決

意
し
、
１
年
以
上
の
準
備
期
間

を
経
て
、
昨
年
の
１
月
に
自
宅

の
敷
地
内
に
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
専

門
店
を
開
業
。
ガ
ラ
ス
瓶
に
並

ぶ
10
種
の
自
家
焙
煎
の
豆
を
、

注
文
を
受
け
て
か
ら
そ
の
場
で

袋
詰
め
に
し
て
販
売
し
て
い
る
。

希
望
が
あ
れ
ば
そ
の
場
で
挽
く

こ
と
も
で
き
る
。
道
の
駅
や
市

内
商
店
な
ど
で
ド
リ
ッ
プ
パ
ッ

ク
や
袋
詰
め
を
販
売
し
て
い
る
。

■
こ
だ
わ
り

　
え
ぐ
み
の
原
因

と
な
る
欠
点
豆
を
、

焙
煎
の
前
と
後
に

２
度
、
１
粒
ず
つ

よ
く
吟
味
し
な
が

ら
選
別
し
て
取
り
除
い
て
い
る
。

常
に
新
鮮
な
在
庫
で
お
客
さ
ま

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
焙
煎

作
業
も
定
休
日
に
時
間
を
か
け

て
行
っ
て
い
る
。
季
節
や
温
度

「結という店名のように、コーヒーとお客さま、地域や人の輪
を結んでいけたらうれしいです」と笑顔を見せる佐々木さん

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

笑売繁盛笑売繁盛笑売繁盛 プレゼントつき! 広報クイズ広報クイズ

６/20（金）ま
で

６/20（金）ま
で

読 者
プレゼント

Q1  Q2

結から「ドリップパック（２袋）引換券」を５人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。 〒015-8501

尾
崎
17

広
報
広
聴
課

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　

    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り１.  フィフティー・フィフティー

２.  フェフティー・フェフティー
３.  フェア－・フェア－

１.  明治３３年
２.  昭和３３年
３.  平成３年

西目の植樹祭はいつ
から続いている？

「あきたＦ･Ｆ推進員」のＦ･Ｆは
何の頭文字？

コ
ー
ヒ
ー
ば
い
せ
ん
こ
う
ぼ
う

　
　ゆ
い

店内には中煎りから深煎り、
ノンカフェインの豆などが９
種と、店オリジナルの「結ブ
レンド」が並ぶ。アイスコー
ヒー用の水出しボトルやフィ
ルターなども取り扱う

■
あ
ら
ま
し

　
市
内
で
会
社
員

や
介
護
福
祉
士
と

し
て
働
い
て
い
た

佐
々
木
さ
ん
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら

手
焼
き
焙
煎
が
趣
味
に
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
友
人
た
ち
に
「
お

い
し
い
！
」
と
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
が
う
れ
し
く
て
、
い
つ

か
も
っ
と
多
く
の
人
に
飲
ん
で

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
後
も
働
き
な
が
ら

独
学
で
焙
煎
に
つ
い
て
勉
強
を

続
け
、
た
ま
た
ま
目
に
留
ま
っ

た
市
商
工
会
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー 手焼き焙煎機

佐
々
木
光
枝
さ
ん

｟５７
歳
｠
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

佐
々
木
光
枝
さ
ん

佐
々
木
光
枝
さ
ん

｟５７
歳
｠
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
西
目
地
域
の
「
珈
琲
焙
煎
工
房

　結
」
で
す
。

コーヒーで結ばれる人の縁

《第１15回》

《西目町海士剝字海士剝下５０　☎０７０－３９６１－５６９９》《西目町海士剝字海士剝下５０　☎０７０－３９６１－５６９９》

西目地域 珈琲焙煎工房
結

コーヒーの試飲
をおすすめする
こともあります

す
す
め
は
、
個
性
の
違
う
２
つ

で
す
。

海
に
ほ
ど
近
い
住
宅
街

の
中
に
あ
る
、
季
節
の
花

で
彩
ら
れ
た
庭
の
一
角
に

た
た
ず
む
煙
突
付
き
の
建

物
ー
。
店
内
に
立
ち
こ
め

る
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
香
り
と
、

す
み
ず
み
ま
で
手
入
れ
が

行
き
届
い
た
ピ
カ
ピ
カ
の

焙
煎
機
。
佐
々
木
さ
ん
の

こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
空

間
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も

機
能
的
で
コ
ー
ヒ
ー
へ
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ひ
と
つ
「
食

品
ロ
ス
削
減
」
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
広
げ
た
り
、

地
域
の
人
や
お
店
と
新
し

い
企
画
を
考
え
た
り
と
、
人

の
輪
や
つ
な
が
り
を
大
切

に
考
え
る
佐
々
木
さ
ん
。

オ
ー
プ
ン
２
年
目
の
こ
れ

か
ら
も
楽
し
み
で
す
。

　
こ
だ
わ
り
の
焙
煎
豆
で

ゆ
っ
く
り
と
コ
ー
ヒ
ー
を

い
れ
て
味
わ
う…

そ
ん
な

優
し
い
時
間
を
作
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

レゼント！

結ブレンドとブラジルショコラの2種類

No.41３　　６月1日発行

○営業時間／
　11:00～18:00
　(土曜のみ)
　10:00～17:00
○定休日／
　月・木・日曜

珈琲焙煎工房 結

道路から見える
看板と店舗の
煙突が目印→

↑最新情報はインスタグラムから

海士剝簡易
郵便局

海士剝
公民館

お食事麺処
美徳

道の駅
にしめ

西目川
7

珈琲焙煎工房
結


